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　岐阜県では 2019 年度から、林業・木工・木造建築などの仕事に用
いる、鍛冶屋が作る道具の供給状況を調査しています。県内には森
林や木材に関わる優れた伝統技術がありますが、道具の供給が途絶
えてしまうと技術の継承ができなくなるためです。そこで 4 月以降、
森林文化アカデミー教員の久津輪雅と学生の大滝絢香が調査を担当
し、道具を使う県内の林業家、大工、木工職人、道具を作る県内外
の鍛冶職人に聞き取り調査を続けてきました。 この調査の途中経過
を報告し課題を共有する場と、多くの方に道具に親しんでもらう場
を設けたいと考え、2 つのイベントを企画しました。

　1 つは、刃物の作り手と使い手が語るパネルディスカッションです。
パネラーに以下の方たちをお迎えして、じっくり 3 時間、クロストー
クを行いました。

パネルディスカッション パネラー
江崎 尚史さん（林業家、岐阜県山県市）
川上 舟晴さん（大工、岐阜県高山市）
千代鶴 貞秀さん（鉋鍛冶、兵庫県三木市）
水野 清介さん（鉋鍛冶、新潟県長岡市）
西山 賢さん（山林用刃物商、高知県香美市）
進藤 恭平さん（鍛冶屋創生塾助手、高知県香美市）

　もう 1 つは、曲線や曲面を削る「南
なんきんがんな

京鉋」という道具にスポット
ライトを当て、道具の作り手と使い手から話を聞き、南京鉋で木を
削ったり、南京鉋を作ったりして楽しむというイベント「ナンキン
フェス」です。以下の方たちに講師を務めていただきました。

南京フェス 講演・実演
大久保 公太郎さん（木工家、長野県松本市）
吉野 崇裕さん（木工家、山梨県富士河口湖町）
杉田 悠羽さん（道具製作者、岐阜県富加町）
西 禎恒さん（道具製作者、兵庫県多可町）

　この冊子は、1 つめのパネルディスカッションの内容を記録して構
成したものです。この場で語られ、共有されたことが、より多くの
道具の作り手・使い手の方々に届き、参考になればと願っています。
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the Blacksm
ithing Festival

刃物の作り手と使い手が語る

会場：岐阜県立森林文化アカデミー　森の情報センター
主催：岐阜県・岐阜県立森林文化アカデミー
協力：グリーンウッドワーク研究所

2020年1月11日[土]13:30-16:30

2020年1月12日[日]・13日[月・祝]
　 9:00 -15:0010:00 -17:00

林
業
家 

江
崎
尚
史
氏
の
手
道
具
、斧

参加無料・要申込
定員100人

有料・要申込
定員計50人

南京鉋の祭典 -手道具に親しむ-

岐阜は木の国、山の国。
杣人たちは斧で木を伐り、手斧ではつり、大鋸で挽き、
柱や板を作ります。大工たちはそれを鑿で掘り、鉋で
削り、建物や家具を仕上げます。
人が木という素材を使う時、なくてはならない鉄の道具。
それは鍛冶屋が作る道具です。
今でこそ林業も建築業も機械化が進み、手道具に頼る
場面は減りました。
しかし刃物が木の繊維を切る最も基本の原理を学ぶ時、
そして機械ではなし得ない究極の仕上げを木に施す時、
職人たちは今も鍛冶屋が作った鉄の道具を手にします。
新潟・与板、兵庫・三木、高知・土佐山田など、産地の
熟練たちが作る道具です。
この文化を受け継ぐために、道具の作り手と使い手が
集い、語り合い、楽しむ 3日間の祭典を企画しました。
ぜひご参加ください。

2019年度に実施した林業や木工の職人が使う道具の調査報告とクロストーク

曲線や曲面を削る南京鉋について作り手と使い手から話を聞き、体験します

ものづくりを支える
鉄の道具
鍛冶フェス

the B
lacksmithing

Festival

vol.1

岐阜でつなぐ、
道具の作り手と使い手の輪

パネル
ディスカッション

ナンキンフェス

おの ちょうな おが

のみ かんな

かじや

なんきんがんな

そまびと き ひ
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岐阜県では 2019 年度から、林業・木工・木造建築などの仕事に用いる、鍛冶屋が作る道具の供給状況
を調査しています。県内には森林や木材に関わる優れた伝統技術がありますが、道具の供給が途絶えて
しまうと技術の継承ができなくなるためです。4 月以降、森林文化アカデミーの教員と学生が調査を担
当し、道具を使う県内の林業家、大工、木工職人、道具を作る県内外の鍛冶職人に聞き取り調査を続け
てきました。 この調査の途中経過を報告し課題を共有する場と、多くの方に道具に親しんでもらう場を
設けたいと考え、2つのイベントを企画しました。

会　場：岐阜県立森林文化アカデミー　森の情報センター 501-3714 岐阜県美濃市曽代88、0575-35-2525（代）
主　催：岐阜県・岐阜県立森林文化アカデミー　　　協　力：グリーンウッドワーク研究所
問合せ：久津輪 雅　mkutsuwa@forest.ac.jp
詳細・申込は　　  https://www.forest.ac.jp/events/2020kajifest/

2020年1月11日[土]13:30-16:30 開場13:00

2020年1月12日[日]10:00-17:00・13日[月・祝]9:00-15:00

参加無料
定員100人
要申込

参加費：A 5,000円（1/12の聴講＋削り体験のみ）: 定員30人
　　　　B 45,000円（1/12の聴講＋削り体験＋南京鉋づくり講座） : 定員20人※大久保コース、西コース各10人。

2019年度に実施した林業や木工の職人が使う道具の調査報告と、林業家や大工、鍛冶職人が語ります。
報告者：久津輪 雅（岐阜県立森林文化アカデミー 准教授）

刃物の作り手と使い手が語るパネル
ディスカッション1

江崎 尚史
林業家、岐阜県山県市

南京鉋の祭典 -手道具に親しむ-ナンキン
フェス2

曲線や曲面を削る南京鉋について作り手と使い手から話を聞き、体験します。Bをお申込の方は南京鉋の台を打ち、1本製作できます。

パネラー

川上 舟晴
大工、岐阜県高山市

千代鶴貞秀
鉋鍛冶、兵庫県三木市

西山 賢
山林用刃物商、高知県香美市

有料
定員計50人
要申込

西 禎恒
道具製作者、兵庫県多可町

講演・実演

杉田 悠羽
道具製作者、岐阜県富加町

大久保 公太郎
木工家、長野県松本市

吉野 崇裕
木工家、山梨県河口湖町

（B申込者のみ）
  9:00　制作開始
12:00　昼食
13:00　再開
15:00　終了予定

【1/12】　  9:30  開場
10:00  開演、トーク
12:00  昼食
13:00  鉋刃製作デモンストレーション
13:30  南京鉋削り体験
15:45～17:00（B申込者のみ）南京鉋づくり講座

【1/13】　

進藤 恭平
鍛冶屋創生塾助手、高知県香美市

スケジュール

※このチラシを製作後に、新潟県長岡市の鉋鍛冶、水野清介さんにもパネラーとしてお越しいただくことになりました。
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久津輪　私、この岐阜県立森林文化アカデミーの木工
の教員の久津輪と申します。よろしくお願い致します。
さっそく本編を始めさせていただきます。そもそも、
このイベントをなぜやることになったかという経緯か
らお話ししようと思います。

　  　  1. 調 査 概 要

久津輪　岐阜県内のある職人さんから言われたことが
きっかけでした。岐阜県内には職人さんがたくさんい
るわけですが、その職人さんたちが使う道具を作る人
たちが少なくなっていて、道具が供給されなくなりつ
つある。そうなると、岐阜の大切な伝統技術、伝統工
芸も続かなくなる。それで、それをちゃんと一度調査
した方が良いんじゃないか、というお話があって、岐
阜県としてこの調査を始めることになったんですね。
実際の調査を、私と森林文化アカデミーの学生とで、
今年度（2019 年度）の 4 月からスタートすることに
なりました。

ものづくりを支える
鉄の道具

鍛冶フェス

the Blacksmithing

Festival

Panel

Discussion

パネルディスカッション

パネルディスカッション
日時　2020 年 1 月 11 日（土）13:30 〜 16:30
会場　岐阜県立森林文化アカデミー・森の情報センター
主催　岐阜県・岐阜県立森林文化アカデミー
司会・報告　久津輪 雅（岐阜県立森林文化アカデミー准教授）
パネラー　　江崎 尚史（林業家、岐阜県山県市）
 　　川上 舟晴（大工、岐阜県高山市）
 　　千代鶴 貞秀（鉋鍛冶、兵庫県三木市）
 　　水野 清介（鉋鍛冶、新潟県長岡市）
 　　西山 賢（山林用刃物商、高知県香美市）
 　　進藤 恭平（鍛冶屋創生塾助手、高知県香美市）　※発言者の敬称は省略
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　私、元々は木工の教員なので、職人といってもあり
とあらゆる業界があるんですけど、やはり森とか木に
関わる分野に最初の年はまず絞らないとなかなか調査
もしにくいということで、森と木に関わる分野の職人
さんの道具に絞って調査を始めることにしたんです。
　まずは岐阜県内を中心に、道具を使う人 33 人の方
にお話を聞いてきました。林業家の方、それから大工
さん、建具職人さん、あるいは木工家の方達、そういっ
た方達にお話を聞いてきました。

　それから今度は道具を作る側の方達ですけれども、
作る側は、六大刃物産地という呼び方をすることがあ
るんですけれども、七大と言うこともありますが、こ
の六大刃物産地と呼ばれる、岐阜県関市、それから福
井県は越前ですね、新潟は長岡市与板と三条、兵庫県
の三木、大阪府の堺、高知県の香美市や南国市、そう
いった所が主だった刃物産地になるんですけれども、
この中でも森と木に関わる道具ということになると、
新潟県の与板、三条、それから兵庫県の三木、これが
木工・大工の道具です。それから、高知県の土佐の刃
物が林業では有名ということで、それらの産地を実際
に訪問して 28 人の方にお話を伺いました。

　さらに “ つなぐ ” 人ということで、それらの道具を
扱ってらっしゃる問屋さん、小売店さん、職人さんた
ちを束ねる組合の方とか、そういった方 16 人にもお
話を聞いてきました。

　この調査は本当に今年度 4 月から始めたばかりで、
1 年目でこんな大きな報告会をやるつもりは実はな
かったんです。2 年ぐらいじっくり調査して、報告会
をできるとしたら 2 年目の終わりか 3 年目ぐらいか
なと思っていたんですけど、たまたま今年度、あとで
ご紹介しますけど、岐阜県のご出身の方が有名な鉋鍛
冶の三代目を襲名された、あるいは有名な刃物産地で
鍛冶屋さんの後継者を育成する学校ができたとか、あ
と、なんとクラウドファンディングでこれからお金を
集めてお弟子さんを育てていこう、という動きがこの
1 年の間にたまたま同時に起きました。そこで、まだ
調査自体は中途半端ですが、その方達に集まっていた
だいて、それぞれお話を共有して次に繋げられないか
なと思って企画したものです。ですので、調査自体は
本当にまだまだ荒削りな状態で、私自身も鍛冶屋さん
の仕事についてまだほとんど知らないに等しいんです
けれど、今日のパネラーの方達に詳しくお話いただこ
うと思っています。
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　  　　　   2. 林業の道具を使う 〜岐阜県の林業家

久津輪　まず、前半は林業の、山仕事の道具につい
てのお話をしていこうと思いまして、まずはお一人
目のパネラーをご紹介致します。江崎尚史さんです。
久津輪　江崎さんはお祖父さんの代から。
江　崎　お祖父さんの上ですね。僕で四代目です。
久津輪　四代目なんですね。
江　崎　今、108 年。
久津輪　岐阜県の山県市ですね。林業の関係は、森
林文化アカデミーに学科もあるので、林業専門の教
員がたくさんいるんですけれども、その林業の教員
たちに「林業の手道具の事を聞くなら誰が一番良い
ですか？」と聞いて、一番先に名前が挙がるのが江
崎さん。林業関係のプロ向けの各種講師も務めてい
らっしゃるし、うちの学生にも非常勤講師として教
えていただいています。まずは、ちょっとその動画
をご覧いただこうと思います。

（江崎氏動画再生）
久津輪　これ、12 月ですよね。森林文化アカデミー
のエンジニア科、高校卒業で入って来る学生たちの
1 年生、伐木造材実習という授業の初めの方ですね。

（動画内）
江　崎　（鉈を見せながら）いいですか、この中指と薬指

さんだけが仕事をするんですよ。あとは握力。ぐっ、ぐっ

と握るだけ。この木に対して、85度。ほんのちょっとやな。

平行よりほんのちょっと上げる。で、手元を 45 度下げ。

こうに下げて、（鉈を振る）、ぽんと送り出すだけ。

（手ノコを使った伐採）で、大
お が

鋸っていうんだけれども、

でっかい鋸から僕は始めましたんで、必ずこういう風に

添えるんです。添える。で、直径の４分の１で止める。

ここで受け口を作ります。良い？ こういう風に手ノコ

だったら絶対 1mm 以内で切っていきますんで、粗相が

ないです。チェーンソーだと当てたら切れちゃうんで。

ゆっくり倒れます。はい、退避。

合わせ切り、ここ。っていう風ね。これ、ピシッと合わ

せ切りできれば O.K.。

これは鉈です。これは親父が死ぬ前に買ってくれたんで、

はい、それで 23 年。

久津輪　ずいぶん狭くなりましたね。

江　崎　狭くなりました、はい。柄は、これ三代目です。

３回替えました。

（久津輪解説　研いで形が変わっちゃってるって事です

https://youtu.be/y9yQlwqYWiE

Panel

Discussion

パネルディスカッション

森林文化アカデミーの江崎さんの実習動画

江崎さんによる手ノコを使った伐採の実演風景

左側が久津輪、右側が江崎さん
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班がいましたんで、その人達の道具を見ながら、本当
に覚えただけです。
久津輪　そうですか、見ながら。こう、誰かが詳しく
教えてくれたりとか。
江　崎　一切ないです。
久津輪　そうですか、見て覚える。
江　崎　はい、見て覚えます。
久津輪　お父さんも、具体的に教えたわけでもなく。
江　崎　一切ないです。
久津輪　そうですか。
江　崎　もう叩かれて。
久津輪　叩かれて。
江　崎　叩かれて覚えられたんです。
久津輪　で、手道具を覚えて林業現場でやってらっ
しゃって、ただ林業のあり方自体がすごく変わってき
たという風に伺ったんですけれども、いつ頃からどう
いう風に変わってきたんですかね？
江　崎　そうですね。もう 10 年ちょいですね、10
年ちょい前から本当に県のやり方が高性能林業機械を
どんどん進めなさいという制度に変わってきたもん
で。もう原始的なもんは捨てる、排除になりかけてき
たもんで。そっからですね、どんどんどんどん変わっ
てきたのは。
久津輪　10 年ぐらい前から。
江　崎　そうですね。
久津輪　それまでは結構やっぱりまだ出番もあったと
いう。
江　崎　ありました。
久津輪　そう、だから今回調査で一番最初に江崎さん
ところに伺った時に最初に言われたのが、「いや、も
う現代の林業現場で手道具なんて使ってませんよ」っ
て言われて、そうなのか…と思って。この先、調査の
先がちょっと見えないような感じがあったんですけ
ど。でも、12 月に授業の現場に伺ってみると、あれ
だけ詳しく細かく手道具の使い方を教えてらっしゃっ
て。それがすごく印象深かったんですけど、なぜ現代
の現場ではもう使わなくなってしまったのに、あれだ
け細かく教えてるんですか？
江　崎　やっぱり、卒業した生徒が恥ずかしくないよ
うに。絶対基本からと思って、一から教えてます。
久津輪　でも教えたとしても現場では使わないわけ
じゃないですか。
江　崎　そうですね。
久津輪　例えば、鉈とか鋸の使い方っていう事が、今
後やっぱり役立つ場面っていうのはありますか？
江　崎　絶対あると思います。林業だけじゃなしに、

ね。）

動画字幕 なぜ３回替えたんですか？

江　崎　バランスが違ってくるんで。（刃の）太さによっ

て柄のバランスがあるんで。最初はでかいので、だんだん、

だんだん細いのになっていって、です。

動画字幕 自分で削るんですか？

江　崎　自分で。これ自分で切ったカシの木です。板取産。

板取で切ったカシの木です。8 年干して。

動画字幕 ノコギリもみせてください。

江　崎　ノコギリは普通の。西山商会さんのやつの。これ、

24cmです。普通の安い方です。で、だいぶ細くなった。（字

幕：7 年使っています。）ちょっとこの前、アサリが、あ

んまり切れなかったもんで、出し過ぎました。

（久津輪解説　これ細くなったというのは研いで目立てし

てるからって事ですね。）

動画字幕 自分で目立てできるほうがいいですか？

江　崎　僕はこれで一番最初に習ったんで。鋸が最初で

習ったんで、チェーンソーで習っていないんで、これが

できないかんという事でやってます。

動画字幕 さやの替え時はいつですか？

江　崎　中がカタカタ、カタカタ鳴ってきたら、「ああ、

もう小さくしようか」って。これ、現物合わせなんで。

これで今、三代目になります。鉈の柄と一緒で三代目で。

だんだん小さくなって、落とさんように、落とさんように。

意外に落ちないんで、これ、現物合わせだと。皆のだと

作り付けの仕立てもんなもんで、結構落とすんですよね。

ましてや、これ皆一丁差しなんで、カタカタカタカタやっ

てると落ちる。

（動画終了）

久津輪　という事で、うちの学校の林業の実習ではこ
ういう教育を江崎さんにやってもらっているんですけ
ど、江崎さん自身は林業の現場に入られたのはいつ頃
からになるんですか。
江　崎　親父が死ぬって事ですぐに帰ってきたんです
けど、24 歳ですね。で、林業やりたいって思ったのは、
もう小学校ですね。
久津輪　小学校？
江　崎　小学校。
久津輪　じゃあ、もうその頃からお父さんについて、
山に入って。
江　崎　そうですね。土日とか休みがあれば、山に行っ
て材木出ししてました。
久津輪　手道具についてはどういう教育を受けてまし
た？
江　崎　うちに 12 人の職人さんっていうかね、作業
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いま木工でも建築部門でも絶対何かに役立つと思うん
で。それで基本で、って事で教えます。
久津輪　具体的には林業の現場だとどういう場面でそ
の教えが生きるという感じですか？
江　崎　特に林業はチェーンソーが挟まれる、詰めら
れるっていうんですけど、材木に挟まれるって時に必
ず手鋸を持っていないと、人を呼んでくると大変な事
になりますので。やっぱりそれで手鋸と鉈が無けりゃ
ダメっていう事になりますし、測量でもこの２種類が
無いと測量できないって事で、ですね。
久津輪　あと、いま江崎さんの動画で見せていただい
た中で、やっぱりこう自分の手に合わせてとか、こう
動きに合わせて柄も作る。あと、バランスも考える。
鞘も作る。これ、江崎林業の従業員さん達は皆さん、
そうやってやってらっしゃったんですか？
江　崎　そう、全員ばらばらです。全員作ってます。
久津輪　ああ、そうですか。
江　崎　はい。全員が全員、もうばらばらで作ってみ
えて。1 人１個ずつで、皆カスタマイズですね。
久津輪　やっぱりそれは、重要ですか？
江　崎　重要だと思います。やっぱり今の既製品でも
そうなんですけど、既製品買って、自分に合わせるっ
ていうのがなかなか、いまできないんで。で、怪我の
元になりますので、自分の手に合わせるという事でね。
久津輪　そうですね。実は、森林文化アカデミーでも
こういう江崎さんの教えてらっしゃる内容と重なると
ころもあるんですけど、昨年度までは既製品の鉈を
買ってもらっていたのを、今年度に入った林業の学
科の学生達からは、とりあえず学校にある既製品を 1
〜 2 ヶ月使ってもらって、自分の手の感覚がどんな
感じかを掴んでもらって、刃だけ買って柄は自分で
削って仕込むっていう授業を、今年から本当にやり始
めたところなんですね。だから、そうやって自分で道
具を作れるんだよ、っていうことを感覚的に知るって

いうのも、大事かもしれないですね。
江　崎　そうですね。とにかく何でも作れないとダ
メって事ですね。やってかないと生きてけないよ、と
いう事で、良い経験だと思います。
久津輪　生きてけないよというのは林業の場合、本当
に命に関わる場面もあるからって事ですよね。
江　崎　ほとんどそうですね。じゃないと本当にやば
いんで。いつ死ぬか分からないんでね。
久津輪　実際に身体に合わない手道具を使っていた事
で、そういう身の危険にも繋がるみたいな事ってあり
ますか？
江　崎　そうですね、使い方とか研ぎ方もそうですし、
自分の合わないもの使っとってもそうなんですけど、
やっぱり自分の怪我に繋がってくるというのはよく分
かるんで。自分もやっぱりいきなり初めてこのヨキを
使って枝打ったんですけど、枝打って、もじり斧って
いって反対に斧を使ってね、パーンって打ったら、こ
このふくらはぎが半分に割れましたんで。そっから始
めましたんで。あ、これ違うんだって事でね。で、親
父はそん時は何も言わずに「ん」ってだけだったんで
すけど。僕、（傷口を）パカパカしながら仕事はして
ましたけど。あ、こういうもんだという事で。やっぱ
り怪我は付きもんって事ですけど、やっぱり良い研ぎ
方をしてると治りが早いって良く分かります。
久津輪　身をもって感じます？
江　崎　はい、感じました。
久津輪　今日、江崎さん、たくさん道具を持ってきて
いただいたんですけど、この中でもやっぱり現代の林
業現場でも一番優先度が高い、使われなくなったとは
いえ、やっぱり欠かせない道具っていうのはまず何で
すか？
江　崎　まず、鉈、ノコですね。
久津輪　鉈、ノコ。
江　崎　はい。いま、前に写したんですけどこれです
ね。僕、いまこれ使ってますけど、鞘も柄も三代目と
して使っております。で、鞘はですね、あんまり大き
な声では言えないですけど、金華山のロープウェイの
下に枯れたヒノキ、国有林の枯れたヒノキを大体、僕
1 年に１回伐採しに行くんですよね、危ないっていう
事で。崖の所に行くんですけれど、そこでちょっと頂
戴して。これだけ一個いただいてくると、いう事にな
ります。
久津輪　いま、録画してますけど。
江　崎　（笑）はい。だいたいこの幅で 100 年経って
ますので。ものすごく良いですね。
久津輪　目が詰まってて、安定しているという。江崎さんの鉈や手斧など
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江　崎　安定してますね。削りやすいし。
久津輪　まず、鉈、ノコ。
江　崎　はい。
久津輪　その次はいかがでしょう？
江　崎　その次は斧ですね。仕事に入る前、斧入れ式
を自分なりにやります。神様に挨拶をしますので、必
ずこれを使います。これと鉈をセットで、神様に挨拶
をします。
久津輪　それは儀式として。
江　崎　儀式ですね。
久津輪　という事ですね。
江　崎　必ずですね。という事と、やっぱり皮を剥く
という事ですね。木の皮を剥ぐという事に、これ使い
ますので。
久津輪　木の皮を剥ぐっていうのは、その後チェーン
ソーで伐倒するための前段階として？
江　崎　そうです、前段階ですね。
久津輪　斧っていうと普通一般の人がイメージするの
はこう、倒すそのものの作業に使うっていうイメージ
があるんですけど。
江　崎　そうですね。クサビを打つっていうのもあり
ますけれども、僕はまず優先的に皮を剥ぐと。
久津輪　皮を剥ぐっていうのが今の斧の主な役割って
事ですね。
江　崎　はい。
久津輪　それからいかがでしょう？
江　崎　あとカンブチですね。これ、斧の小さい版で
すね。こういうカンブチと言われるもの。これも皮を
剥ぐという事で、あと手斧のになりますので、これも
クサビを打つっていうのも一番使います。
久津輪　そう、この手斧系は最近はやっぱり刃物とい
うよりもクサビを打つのに使うというお話を伺ったん
で、それだったら玄能というか、金槌を持っていけば
良いんじゃないかと思ったりもしたんですけど、やっ
ぱり斧、手斧の方が良いですか？
江　崎　そうですね、玄能だと１個しかないんですね、
使える用途が。これ（斧）だと叩けてめくれるという
2 個あるんで。１個で２個の仕事ができるというとこ
ろが結構魅力かなと。あと軽い。
久津輪　なるほど。その次はいかがですか？
江　崎　あとはもうトビとかですね。ツルとかトビ類
があって、あとこの鎌が一番多いかなと思っています。
久津輪　トビはどういう時に使う？
江　崎　木を転がすといって、木をずらすとかごろっ
と転がしたりする時にこのトビを使います。
久津輪　これですね、トビ。ツルっていうのは？

江　崎　これがトビって言われるものになります。こ
れ、うちの二代目のお祖父さんが使っとったやつを、
宮松っていうんですけど、ここに宮松って入っとった
んですけど、これを打ち直して僕用に使ってます。あ
とツル。ツルはこっちの方ですね。こっちは大きい材
木を転がす時に使います。ごろんと、本当にこう１m
くらいの材木でもこれでごろっとしますので、こうい
う風に使います。大きい仕事をする時にはツルになり
ます。小さい仕事をするっていう時にはこの普通のト
ビになります。あとはこのガンタって呼ばれる、木回
しと言って、かかり木と言って隣の木にかかった時に
ね、木を回すっていう、この作業に使います。これ今
結構使ってますので。
久津輪　今でもやっぱり。
江　崎　今でも僕は使ってます。まあ、新しくフェリ
ングレバーっていう名前で舶来もんとかがいっぱい出
ていますけど、鉄製でなんかちょっとやぐい（脆い）
様な感じがしますので。やっぱり自分で使ったやつ
じゃないとって事で。
久津輪　やっぱり自分の手にフィットする木の柄の道
具の方が…。
江　崎　やっぱり良いかなと。あとはもう自分が、僕
が使っとったこのガンドウですね、鋸になります。こ
れ、一番最初に親父が伐採する前、チェーンソー前に
これでやれという事でこれを使ってました。
久津輪　ちょっと見せていただいても。
江　崎　これで、大径木はこっち、小径木、中径木は
こっちっていう事になります。これ、横挽きになりま
すけどもう１個家に縦挽きもありますので、山で板が
挽ける様にならんといかんよって事で両方あります。

江崎さんの大鋸
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久津輪　さすがにこういう大きい鋸は、最近は出番が
少なくなってきたというお話でしたが。
江　崎　そうですね。もう出番は無いですね。出番は
あっても、台風とか雪害木とかでどうしてもチェーン
ソーが届かないという時に、この手鋸を竹とかに繋い
で、こう遠くからギコギコやって切るという風に、自
分の命が危ないっていう場面でしか使わないです。
久津輪　ああ、そうですか。これらの道具に関しては
江崎さんの他にもう１人、うちの林業の教員から薦め
られた郡上の小川にいらっしゃる林業家の日下部修さ
んにもお話を聞いてきたんですけれども、日下部さん
もやっぱりこのトビやツルについては相当…。
江　崎　こだわってます。
久津輪　こだわってらっしゃいますよね。
江　崎　はい、マニアックです。
久津輪　どこにこだわりがあるんですかね？ その形
とか。
江　崎　形、やっぱりなんですか、自分に合って、な
んて言うんですかね、自分に使いやすいという。それ
が自分で一番なんかこちょこちょやってみたいという
のがあるんでしょうね。
久津輪　それはやっぱり丸太のサイズの話ですか？
江　崎　サイズもあります。サイズもあるし、使う場
面もあるんで。
久津輪　それは、転がす…。
江　崎　転がす、引っ張るですね。上げるとか、「は
る」って言うんですけど。
久津輪　その日下部さんという方は、もう江崎さんよ
りも大分年上。
江　崎　そうですね、もう 70 歳以上…。
久津輪　ですけど、ご自身で鍛冶屋仕事もされるんで
すよ。だから、自分に合ったトビとかツルをカスタマ

イズで自分で打って作ることをされている。で、やっ
ぱり日下部さんが仰っていたのは、最近若い林業家の
方はいきなり森林組合とかに入って現場に行っちゃう
ので、手道具を学ぶ機会があまり無いんだけど、本当
はこういうトビツルの使い方知っとったら現場ですご
い役立つんだけどなあ、というお話をされていました。
江　崎　僕もそう思います。
久津輪　そうですか。
江　崎　はい。
久津輪　うちの様なこういう学校で勉強してから出て
くれれば、江崎さんから習う事もできますけど、そう
じゃ無い人も今結構多いですよね。
江　崎　だと思います。
久津輪　江崎さんご自身も鍛冶屋さんとのお付き合い
というのは今までありました？
江　崎　はい。ずっと、鍛冶屋さんのおじいさんに付
き合ってもらってたんですけど、亡くなってからは、
どこも。どうしようという事になりました。
久津輪　それはどちらの鍛冶屋さん？
江　崎　洞戸ですね。洞戸の鍛冶屋さんで。
久津輪　かじ孫さんですね。
江　崎　かじ孫さんに随分お世話になりましたけれど
も。亡くなってからは、もうどうしようっていう。探
してます。
久津輪　関の洞戸にかじ孫っていう屋号で、80 歳ぐ
らいでしたかね、おじいちゃんが、野鍛冶さんですよ
ね。農機具、林業の道具全般を作っている方がいらっ
しゃったんですけれど。実は私も竹細工の関係の道具
を作ってもらった事があったんですけれど。現物を
持っていけば何でも作ってくださいましたよね。
江　崎　何でも作ってくれます。
久津輪　江崎さんの場合はどんなものを作ってもらっ
たんですか？
江　崎　トビの先をカスタマイズしてくださいって
言って、切って、先をちょっと違う風につけてくださ
いとか。僕は自分で畑も自分の所、食べるだけは作っ
てますので、鍬の先をつけてくださいとか、全然関係
ない所までやっていただいて。
久津輪　農機具の鋼

ハガネ

のつけ直しもしてもらって。
江　崎　そうですね。あと、お値打ちに。
久津輪　お値打ちに。今、鍛冶屋さんが近くになくなっ
てから困る事もありますか？
江　崎　あります。昨日ですね、僕、岐阜市の所で出
た直径 1m のケヤキを切ってきたんですけど、こうい
う昇柱器ですね、木に登るやつですね、これを作っ
て。これは違う鍛冶屋さんに作っていただいたんです

持ってきていただいた江崎さんの林業道具、トビやツルなど
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けど、これを作っていただく鍛冶屋さんもなかなかな
くて。本当にものすごく悩んでます。
久津輪　例えばそれは既製品で、そういう林業関係の
道具で、手に入ったりはしないものなんですか？
江　崎　なかなかしないです。あと、個人個人全員違
いますので。登る人、この形も違うし、足の大きさも
違うんで。それに合わせて作るんで、なかなか難しい
と思います。既製品には無いですね。
久津輪　なるほど。じゃあ、高性能林業機械なども入っ
ていける人工林で均質的な林業だったらそういう道具
は要らないけれど、特殊伐採と言われる極めて大きな
木とか、街中に生えている木なんかを切ろうとする時
には、やっぱりカスタマイズされる道具が要って。
江　崎　絶対要りますね。
久津輪　そのためには鍛冶屋さんが、できれば近くに。
江　崎　近くにあった方がありがたいです。
久津輪　でも、この近くでは各務原にあと 1 人野鍛
冶さんいらっしゃるんですけど、もうその方も 60 代
後半ぐらいですし。これからどうしましょうね。
江　崎　もう自分でやるしかないですね。
久津輪　自分でやるしかない。
江　崎　自分でちょっとやってみるしかないですね。
今、うちでこういうトビの先は自分で、一斗缶で焚い
て、自分でふーって吹きながらやって、カンカンカン
カンやってますけど。
久津輪　あ、そうですか。
江　崎　まあ、上手くは付かないです。
久津輪　ちょうどこのイベントが始まる直前に、打ち
合わせの前にちょっと時間があったんですけど、後か
ら出ていただく高知県の刃物メーカーの方と江崎さん
とで立ち話が始まって、早速、「これ何とか作れない
か」みたいな話が出てましたよね。これですね、この
道具です。何に使うか分かります？　これ何に使うん
でしょうか？
江　崎　これ、ワイヤー針と言って、ワイヤーを編む
仕事の時に使うやつなんですけど、これがものすご
く僕達にとっては大事になりますので、この形です
ね。これ１本作るのに、僕 2 年かかりましたけど、形、
焼きを入れて焼き戻して叩いて削ってっていう風で 2
年かかったんですけど、これ今、本当に一番しっくり
きますので。これをできたら作っていただけるとあり
がたいかなと思って相談させていただきました。
久津輪　それは、ワイヤーって事は架線集材で使う？
江　崎　架線も使いますけど、昨日の様なクレーン作
業ですね。クレーン作業は、僕、必ず自分が編んだも
のしか使わないんで。他人の編んだものは一切使わな

いんで、信用なりませんので。買った物も信用ならな
いので、自分で全てやります。
久津輪　機械を使った林業をするようになっても、そ
のワイヤーを編む作業っていうのは必要な場面が結構
あるって事ですか？
江　崎　あります。あると思います。
久津輪　じゃあ、林業やってらっしゃる方は結構この
道具は使う。
江　崎　使う可能性はあると思います。ただ、使える
かどうかは分からない。
久津輪　使えるかどうかは教育次第って事ですね。で、
その使う上でやっぱり適した形…。
江　崎　そうですね、適した形ですね。
久津輪　というのがあるって事ですね。で、そういう
お話を先ほど立ち話の中でしてらっしゃって、道具を
作る人と使う人が近くにいるというのはやっぱり良い
なあって見ながら思っていましたけど。
江　崎　そうですね。

道具を手に話をする江崎さん

２年かけて作ったワイヤーを編むときに使う針
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　  　　　   3. 林業の道具を作る 〜高知県・土佐打刃物

久津輪　はい、ありがとうございました。では江崎
さんにはこのまま残っていただいて、その高知県か
らお二人のゲストにお越しいただいているので、ご
紹介したいと思います。それぞれ自己紹介をお願い
致します。
西　山　座ったままですみません。高知県から来ま
した有限会社西山商会の専務取締役を務めておりま
す西山賢と申します。皆さん、よろしくお願い致し
ます。
進　藤　同じく高知県から来ました、鍛冶屋創生塾
という後継者育成の学校、鍛冶屋の学校の助手をし
ています、進藤と申します。よろしくお願いします。
久津輪　西山商会さんはうちの学校でも度々お世話
になっている土佐の山林用の刃物のメーカーであり
商社って事ですね。で、社長の息子さんで、営業で回っ
ていらっしゃる。

西　山　はい。我社は全国各地の林業事業体様を対象
に土佐打刃物を中心に営業販売している会社で、私は
九州地区を担当しております。
久津輪　進藤さんは、後でご説明するんですけど、鍛
冶屋さんの学校がもう本当につい最近、11 月にスター
トして、その学校で現場で後継者の指導にあたってい
らっしゃる。
進　藤　助手ですね。
久津輪　この土佐の打刃物の事は私も行った事がな
かったんですけれども、今回の調査で初めて行かせて
いただいて、3 日間の駆け足の調査でしたが、お話を
伺って来ました。まずは、どういう鍛冶屋さん達に
会って来たかというのをご覧にいれようかと思います
ので、スライドでご紹介します。
　高知県全体で今から 20 年ちょっと前には、何と
170 軒もの鍛冶屋さんがいらっしゃったと、本当に一
大刃物産地だったんですけども、2016 年にはそれが
68 軒にまで減ってしまった。元々、戦国時代ぐらい
から刃物産地としての歴史が始まったみたいですね。
西　山　そうですね。文献で残っているのは長曾我部
元親、皆さんご存知かと思うんですけど、四国を制圧
していた戦国大名。その時代に長宗我部地検帳という
のを作成しました。その当時は 399 軒の鍛冶屋がい
るとその文献に残っているので、それぐらい歴史が古
い。鍛冶屋さんがたくさんいたエリアではあります。
久津輪　私も資料を読ませていただいたら本格的に発
展してきたのはやっぱり明治になってから後で、特に
明治 20 年ぐらいに西洋から非常に使いやすい鋼材が
入ってきたという事と、あと北海道開拓が行われて、
北海道の原野を切り開くのに大量の道具が必要になっ
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左から久津輪、西山さん、進藤さん、江崎さん



3. 林業の道具を作る　〜高知県・土佐打刃物　15

て、それで高知県からわざわざ鍛冶屋さんが直接営業
に行かれた歴史もあるという事ですよね。
西　山　そうですね。北海道は一大産地になりまして、
明治維新の頃からですけど、開拓の歴史から見ると山
ばかりだったんで、そこを開拓するには切れる刃物の
需要がすごく高まっていたので、高知の鍛冶屋さんは
山の道具を作るのに特化して発展していったんだと思
います。あと山師の人達も、江戸の頃からだと思うん
ですけど、戦国時代が終わって平和な世の中になっ
て、産業というものが分野に分かれて色々生まれてい
くんですけれども、山師の技術がすごく高く、全国各
地へ出稼ぎに行ってそこで住んでリーダーになる人が
多かったと聞きます。その土佐の山師たちが使ってい
る道具を見たら土佐打刃物を使ってて、それがよく切
れるし刃も付けやすいと口コミで広がっていったとい
うところもあります。
久津輪　そういう歴史があるんですけれども、場所的
に言うと香美市、前は土佐山田町って言ってたんです
かね。
西　山　香美郡土佐山田町が平成18年に隣の香北町・
物部村と合併して香美市になりました。
久津輪　という事ですね。香美市が一番大きくて、
32 〜 33 人の方がいらっしゃる。その次は南国市、
隣接しているところですね。そこが10〜15人ぐらい。
その次が須崎市で、6 〜 7 人。その他に野鍛冶的にぱ
らぱらと分散していらっしゃるというのが、鍛冶屋さ
んの状況ってところですね。
　で、２泊３日の行程で 7 軒の鍛冶屋さんを訪問し
てきました。作っているものとしては、鎌と鉈と鍬と
斧と包丁という大体そういうものなんですけど、その
内今回は森と木に関わるものという事で包丁鍛冶の方
は外して、主に斧、鉈、鎌、を見学してきました。ちょっ
と写真でご覧にいれます。
　まずは上村芳雄さん、健太郎さん。親子でやってらっ
しゃいますね。１年間に 3600 本ぐらい作るという。
だから 1 日辺り 10 本ずつみたいなペースで作られて
いるって事です。でも、鉈以外にも作られてますよね。
西　山　はい、上村芳雄さんはとても器用なので腰鉈・
ヒツ鉈・柄鎌・牛の爪切りまで多種類を製作します。
久津輪　それから、松本志津夫さんと孝さん。こちら
も親子で鉈の鍛冶屋さんです。で、世ノ本豊年さんと
貢さん。こちらも親子で。奥が豊年さんで、手前が
貢さんで斧鍛冶さん。香美市には斧の鍛冶屋さんが 2
軒しかなかったんですけれども、もう一方が浜田芳彦
さん。この方が実は今、伊勢神宮の式年遷宮用の木の
伐採の儀式である御

みそまはじめさい

杣始祭で使う三ツ緒切りの斧や、
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あと長野県の諏訪大社の御柱祭に使う斧もお作りに
なっている。
　それから今までご紹介したのは厚物系、刃が分厚い
ものを作られる鍛冶屋さんで、ここからは薄物系です
ね。鎌を主に作っていらっしゃる山崎龍太郎さん、そ
れから山崎洋介さん。どちらも鎌です。
　そして、原耕一さんと邦博さん。原福さんですかね。
進　藤　原福鋸工業所ですね。
久津輪　さっき江崎さんが動画の中で、西山商会さん
で買ったやつって仰ってたんですけど、ひょっとした
らここで。
西　山　そうですね。原さんにお願いしています。
久津輪　江崎さん、この方が作ったものですよ。
江　崎　（笑）
久津輪　で、ここまで見ていただいて分かると思うん
ですけど、親子か 60 代以上の方が一人でやっている
所がほぼ全てと言って良い感じですね。
西　山　そうですね。
久津輪　まずその事にびっくりしたんです。40 代ぐ
らいでまだ現役バリバリでこれからという息子さん達
が、結構後を継いでいる事にすごいなと思ったんです
けど、でも逆に言うと、他所から来た人を今まで受け
入れてこれていなかったという。
西　山　そうなんですよね。年間で大体 10 件から
15 件ぐらい鍛冶屋になりたいっていう志望者はたく
さんあって、地元の商工会に問い合わせがあるんです
けれども、現状刃物の需要がですね、特に林業用刃物
の売れ行きが昭和の 30 年代、40 年代、50 年代、平
成初期に比べたら大幅に減っていますので、鍛冶屋さ
んも食べていくのに必死な状態なんですよ。年配の親
方は年金もらいながらできるので、自分一人やってい
くんだったら良いんですけど、弟子を育てるとやっぱ
りどうしてもコストもかかりますし、受け入れ先がな
い状態がずっと続いておりました。
久津輪　実は進藤さんもそうやって鍛冶屋を目指し
て、他所から高知に行かれたんでしたね。
進　藤　そうですね。元々鍛冶屋になりたくて、北海
道出身なんですけど、鍛冶屋になりたくて色々探して、
探してくうちに自分がやりたい鍛冶屋のイメージが、
多分高知が一番だろうって関で教えてもらって。
久津輪　最初に関市に来られた？
進　藤　そうですね。
久津輪　でも関市はちょっと鍛冶屋のイメージじゃな
い…。
進　藤　今はもう工業生産というかそういう刃物が多
いんで、昔ながらの手打ちの鍛冶屋っていうイメージ
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だったらもう高知に行った方が良いと言われて高知に
行ったんです。10 年ぐらい前なんですけど、その当
時高知は全く受け入れ態勢が整っていなくて、一人前
の鍛冶屋にはなれないって言われたんです。
久津輪　それで結局、問屋さんに勤務されて。
進　藤　問屋さんにちょっと募集というか、雇おうと
思っている所があるという事で、近くにいたらチャン
スが巡ってくるかなという考えでそっちに入っていま
した。
久津輪　で、それをやりながら個人的に鍛冶屋の勉強
をしていたっていう事ですか？
進　藤　問屋さんの刃物の集荷とか注文に行き来した
りとかで鍛冶屋さんとは仲良くなるので、それだった
らここ空いているから貸してあげるよって言われて、
家賃という格好で鍛冶屋の工房、場所を貸してもらっ
て、土日にずっと練習して。
久津輪　ありがとうございます。という事で、課題の
１つは後継者をどう育てていくかということだった
と。もう一つはやっぱり需要だと思うんですけど、西
山さん自ら現場を色々回っていらして、肌でどういう
風に感じていますか？
西　山　私が入社した時が 28 歳ぐらいで今から 12
年ぐらい前なんですけど、その頃で 2007、8、9 年
ぐらいですけど、あまりこう自分で営業していて、鉈
類は今でも中部・関東・東北をメインに全国各地で今
もまだ比較的売れているんですけど、斧に関しては 1
丁 2 丁と小口注文しか頂けない現状がずっと続いて
いまして。最近はまた 2010 年から 2020 年まで 10
年経っていますけど、やはりあまり増える傾向には全
くないですね。林業で刃物を使う、先ほど江崎さんが
仰っていましたけども、現場の林業のやり方が大きく
変わっておりまして、やっぱり重機を使って作業をし
ようというのは 2010 年ぐらいから本当に顕著に大き
く現れてきましてですね。それで手工具を使う傾向と
いうのが、指導する方からも減っている傾向にありま
して。装備品で、一部こだわりを持って江崎さんの様
に、林業の基本は刃物を使ってやるっていう、歴史的
にそう習ってきてたんでそういうのを教えようってい
う流れも無くはないのですが、やっぱり重機や機械が
最初に使う道具だからと、機械はチェーンソー使うか
らと、そっちの研修は手厚くやっているけれど、手工
具を教えるっていうやり方をちゃんとやっているとい
う都道府県はあまり無いんじゃないかなと思います。
ただ、本当は打刃物の使い方と砥ぎ方も教えてあげて
欲しいという願望はあってもやれる現状ではないかな
という風に思うのは、ちょっと悲しいですね。

久津輪　そうですね。でも、その林業が先がなかなか
明るくないとしたら、高知県全体としてどっちの方向
を目指していく感じなんでしょうね。
西　山　売上が伸びている刃物の種類と分野といえ
ば、林業刃物でも一部あり、家庭用刃物でもあるんで
すけど、鉈とか斧とかは趣味でアウトドアでも使われ
ていたりするような感じはあるので、そっちの路線で
は、まあ増えていって欲しいなという願望はあるんで
すよ。あと、ちなみに林業をやっている人でアウトド
アが趣味って人はほぼほぼいないんですよ。仕事が林
業だから、仕事がアウトドアだっていう事で。
久津輪　江崎さん、キャンプとかは（笑）？
江　崎　全くやらないです。
西　山　だから釣りが好きとか、ゴルフが好きって人
は逆に多いんですね。で、BE-PAL っていう有名な雑
誌がありますが、たまに我が社の二丁差（にちょうざ
し）が出たりする事もあるんですけど、使ってますっ
て事で。でも、取引先の人に見せても BE-PAL ってい
う雑誌初めて見たっていう人も多いんで。だから、やっ
ぱりそこが全然リンクしていないんですよね。
久津輪　なるほど。ある意味新しいマーケットかも？
西　山　マーケットとしては、都会の人が趣味でアウ
トドアで使う道具として、鉈とか斧とかを使ってみま
せんかという売り込みは今後もっと力を入れていった
方が良いんじゃないかという可能性は感じています。
久津輪　あと、私が高知県を回っていてあちこちで聞
いたのは、包丁がものすごく売上が伸びているという
事で、それは主に海外での需要が非常に高まっている
と。まず日本食が世界に知られるようになった。あと、
やっぱり腕によりをかけて良い料理を作ろうという世
の中の雰囲気みたいなものも生まれてきた。そこで、
日本の刃物が見直される様になった。だからもう作っ
ても作っても足りないという話だと伺いましたね。
西　山　そうですね。海外の需要が伸びている要因と
して、日本食のブームも相まって、日本へ日本食を学
びに修行に来られる外国人の方も増えておりまして。
あと日本に留学する人たちも増えて、日本食に触れた
人達が以前よりもすごく増えているので。そこで、やっ
ぱり一番味に差が出るっていうのは、刺身なんです
よ。刺身を切る時にやっぱりよく切れる包丁が良いと。
まあ、ヨーロッパの包丁でもよく切れるものがあるん
ですけれども、やっぱり和包丁の方が刺身の繊維を崩
さないという事で注目を浴びて、日本食には和包丁が
要るっていうのが今まさにブームで、結構アジアでも
ヨーロッパでも今比較的需要が伸びています。
久津輪　そういう後継者を育てないといけないという
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事と、やっぱり新たな需要も生まれているので、そう
いう事にも対応しようという事で、この 11 月に鍛冶
屋創生塾というのができたんですね。この、建物自体
は真正面に見えてるドーム型のやつは…。
進　藤　刃物流通センター、協同組合（高知県土佐刃
物連合協同組合）の建物ですね。
久津輪　協同組合が直販している建物。で、ここから
は見えないんですけど、その裏側に建物を建てて学校
を作ったという。これ中の写真です。
　ちょっと動画もあるのでご覧に入れます。

（動画再生）
久津輪　これまだ 11 月なので始まったばっかりです
ね。
進　藤　叩き始めて、まだ本当に１週間２週間ってぐ
らいです。
久津輪　で、包丁を作っている。
進　藤　はい、包丁ですね。
（動画終了）

久津輪　これ、本当に学校が 11 月から始まったので、
始まって 1 〜 2 週間ぐらいのところで、包丁を作っ
ているって事ですか。もう１本動画があるのでお見せ
します。これは鉈を作っている所ですね。
進　藤　鉈を鍛接、本当に昔ながらのやり方で作って
いる所ですね。

（動画再生）
久津輪　鋼を割り込んで入れている所。
進　藤　はい。
久津輪　これがホウ酸と？
進　藤　ホウ酸と鉄の粉を混ぜた接合剤、鍛接剤の粉
です。
久津輪　柔らかい鉄と硬い鉄をこの粉で接合させるた
めのもの。
進　藤　そうです。これを 1200 度ぐらいまで上げる
と、鉄と鋼がくっつきます。
久津輪　火花が散って。
進　藤　火傷します、これ。
（動画終了）

久津輪　ということで、短くご覧いただきましたけれ
ども、そもそもどういう経緯でこの学校設立まで至っ
たかというのは、ここの事務局長さんに詳しく話を
伺ってきたので、ちょっと簡単にまとめてお話します
と、元々 20 年ぐらい前からこういう後継者育成とい

鍛冶屋創生塾の実習動画より

鍛冶屋創生塾の実習動画より
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うか、鍛冶仕事のできる公的な施設が欲しいという事
で、国の伝統的工芸品の支援の補助金を使って建物を
建てようとして、そのために伝統的工芸品の指定を受
けたんですね。それは 1998 年なんですけど、指定を
受けたと同時にその補助金制度が無くなってしまっ
て、建物が建てられなくなった。
西　山　そうですね、年度変わりで。本当は 2 月に
伝産（伝統的工芸品の産地）指定を受けたんですけど、
年度って 3 月で終わって 4 月から始まる、その 3 月
で打ち切られたっていうので。もう 1 年続いてくれ
たら、できていた可能性が高いんですけど。
久津輪　その後は、香美市ですね、市の補助制度で後
継者を入れてくれたら月に 10 万円を雇い主さんの方
に、事業主の方を補助しますという制度はあったそう
ですけど、他所の知らない人を受け入れるというのは
リスクがあるから、なかなか活用されなかったという
風に聞いています。で、その代わりに市が息子さん達
の世代を教えるのに月 5 万円の補助を出すという制
度を作ったそうです。息子さん達もなかなかね、見て
盗めと言われてもいろんな技術を幅広くは教えてもら
えなかったというので、市の補助金で親達の世代から
息子達の世代が技術を学ぶというのをやって、それは
割と活用されたという話を伺いました。今度は 2015
年になって、高知県が後継者育成制度を作って、それ
は後継者側に月 15 万円、親方の方に月５万円の給付
が出ますよ、というのをやったんですけれども、その
間に立ってマッチングさせる人がいなかったので上手
くいかず、外から入って来た人と親方との相性が合わ
なくて、最初の方は半年で辞めてしまったという事で
すね。ただ、今までに 4 人、うまくいって、その制
度を活用して鍛冶屋になった人もいるんですかね。
進　藤　いや、独立まではいってないんですけど、ま
あ大体できるようになったかなという感じで、まだ引
き続き親方から給料をもらって、頑張っているという
人が 4 人ですかね。
久津輪　それでいよいよ、きちんとした学校の仕組み
を作りたいという事で、先ほどの土地は組合が提供し
て、建物とベルトハンマーなどの機械は県と市で合
計 5200 万円出してもらって新設したと。年間の運営
費は伝統的工芸品の国の補助金「若手後継者創出育成
事業」が当てはまる部分は国が３分の２を負担し、残
りの３分の１は県が半分、市が半分。そういう形で運
営を始めるという事にしたそうです。ただ、組合が学
校を運営すると言っても全くノウハウが無いわけで、

「じゃあ誰が先生やるんですか？」と聞いたら、鍛冶
屋さんはたくさんいるから 1 週間替わりで先生に来

てもらって、週３回午前中に教える。で、残りの時間
はひたすら教わった事を繰り返し復習するという。ま
た次の週になると次の鍛冶屋さんが来て、というシス
テムでとりあえずやってみるという風に伺ったんで
す。そういう風に運営されていますか？
進　藤　今のところそんな感じですね。1 週間毎に先
生が替わって、鍛冶屋さんそれぞれで細かい所の作り
方が若干違うので、その辺は「目的がこうで、この鍛
冶屋さんはこうやってるけど同じ意味合いだ」という
ように、研修生達がこんがらがらないよう導くという
のが助手の仕事なのかなという風に思っております。
久津輪　ちなみに進藤さんはこの学校ができるにあ
たって、鍛冶の勉強もしていたし、助手としてフルタ
イムで働くという事になったと。
進　藤　そうですね。本職の鍛冶屋、先生と言われて
いる人達は、本職の自分達の商売があるので、ずっと
は来れないという事で、常勤の、でもある程度やれる
人、更にできれば鍛冶屋さんの顔が分かる人、という
風に探して、ちょうど良いのがいると言われて、ご指
名を受けた感じです。
久津輪　後継者の方達は応募が 10 人ぐらいあったん
でしたっけ？
進　藤　今回、鍛冶屋創生塾第 1 期生として 3 人入
れるという事で応募をかけたんですけれども、それ
に 10 名の方が応募していただいて。本当に皆やりた
いという風に言ってくれて、こっちとしても落とすと
いうのも本当に大変で、全員受け入れてあげたいとい
う気持ちはもちろんあるんですけれども、場所の問題
だったり、いろんな問題で 3 人という事で。
久津輪　地元の人と県外の人、割合はどれくらいでし
たか？
進　藤　応募者ですか？ 応募者としては地元が 4 人
でしたか。あとは大体県外の方が。大阪、東京がやっ

鍛冶屋創生塾の動画を見る
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ぱり多かったですね。
久津輪　受かった方達は？
進　藤　受かった方達は、出身地とか年齢とか、そこ
は何も考えなかったんですけれども、たまたま高知の
人が 2 人で、1 人が神奈川の人になりました。
久津輪　年齢は？
進　藤　21、24、27 ですね。
久津輪　皆さんどうですか？　丸２ヶ月ぐらい終わっ
た段階ですよね。
進　藤　本当に自分もど素人というか、全くやった事
がない人を教えるというか、本当に初めての事なので。
もちろんほとんど初めての人が多いんですけど、覚え
が早く、自分としてはちょっと焦る気持ちもあります。
久津輪　（笑）助手が焦る。
進　藤　そうですね。「あれ、この工程に関してはも
う抜かれたんじゃないか」っていう様な。そういう気
持ちもちょっとありますね。
久津輪　今日実習生が作ったものを持って来てくれた
んですけど、まず一番最初の段階で作っていた、さっ
きの動画にあった包丁を見せて頂けますか？　一番う
まくいってないやつ。
進　藤　これ、本当に一番最初の打ち初めのもので、
包丁を作ろうとしたんですけど、ちょっとよく分から
ない形になっている。
久津輪　よく分からない形に（笑）。
進　藤　これなんか特に、もっとひどいですね。
久津輪　ちょっと高く掲げてくれますか？ 見えます
か？ 包丁を目指していたけど…。
進藤　　包丁を目指していたはずですね。
久津輪　五平餅みたいになってる。
進 藤　これが鎌。鎌を作ろうとして。まあ、鎌はこ
ういうのも無くはないかなって所はあるんですけど。
やっぱり狙った形ではない。

久津輪　これが 11 月ぐらいの。
進　藤　そうですね。これが 11 月、12 月初めぐら
いのものですね。11 月末ぐらいですかね。
久津輪　これは鉈？
進　藤　これは竹割鉈。鉈です。
久津輪　竹割鉈。両刃の？
進　藤　最初練習段階なんで、極軟鉄で鋼も入れずに
ただ形を作るだけの練習で叩いてます。
久津輪　で、最新のやつも持って来ていただいたんで
すけど。
進　藤　最新のやつがですね。とりあえず鎌がこうな
りました。これはもう普通に売られてる鎌と変わりな
いぐらいのものですね。これ、ちょっと焼き入れした
後で、研いだら普通に刃が付くんですけれども。そこ
までいってます。これが包丁ですね。
久津輪　きれいな形になってますよね。
進　藤　なりました。まあ、どこから厚くなきゃいけ
ないとか、どこが薄くてとか、その具合っていうのが
ちょっとあるんですけれども、平面の形としてはも
う、まあいけるかなっていう様な形になっています。
で、さっきの動画にあった鋼を付けてたやつなんです
けど、それがこの剣鉈、狩猟だったりアウトドアで使
う様なナイフだったりになるんですけれども、これに
関しては自分で鋼をくっつけて、本当に昔ながらのや
り方で作ったものなんですけど。まだ全然できないだ
ろうと思ってたんですけど、案外できちゃって。
久津輪　案外できちゃった。
進　藤　これはこれで普通に商品になるんじゃない
かってものができちゃってます。もちろん、10 丁ぐ
らい作って、失敗が半分以上という中で選んできた良
いやつなんですけど。
久津輪　まあ、プロの方と比べると時間もかかってる
でしょうね。

実習生の造った整った形の包丁を見せる進藤さん（中央）実習生の造ったまだ形の粗い鎌を見せる進藤さん（右端）
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進　藤　そうですね。今の状態じゃもう商売にはなら
ないぐらいの時間をかけすぎているので。これも別の
子が作ったやつなんですけど、形はもう良い感じにで
きてます。
久津輪　という事で、まだ本当に始まって２ヶ月なん
ですけど、何かちょっと明るい希望も感じるような報
告でした。
進　藤　そうですね。
久津輪　今後、実習の予定としてはどういう風に進ん
でいくんですか？
進　藤　実習の予定としては、ちょっとその辺まだい
ろんな人との意見のぶつかりがあったりする中で。
久津輪　ぶつかり合い。それは講師陣の？
進　藤　講師陣の、「こうさせた方が良い、いやこう
させた方が良い」と、皆育てたいという気持ちがもう
強すぎて、逆にぶつかるというか。
久津輪　逆にぶつかる。
進　藤　そういう事がありながら、この研修生達の上
達具合とかも見て決めてこうかという感じで。とりあ
えず順番に２ヶ月毎に決めていく感じですね。
久津輪　あ、２ヶ月のスケジュールを。
進　藤　とりあえず組んでいって、それが終わったら
次の２ヶ月のスケジュールを組んでというような事を
今ちょっとやってます。
久津輪　もう本当に試行錯誤。
進　藤　手探りの状態ですね。
久津輪　手探りでって感じですね。期間は２年間で。
進　藤　今回は２年間。
久津輪　で、修了という事ですね。その後は独立とい
う事になりますか？
進　藤　独立はちょっと先にはなるんですけれども。
今、研修生達も、さっき話に出た補助金をいただいて
いまして、月 15 万円もらっています。ただ学校の運
営費として、そこから研修生が学校にちょっと支払う
という格好になっているので。その補助金をもらうと、
条件というのがこの香美市に住民票を移して、香美市
に住むっていうだけなんですけれど、２年間補助金も
らうと、後３年間香美市に住んでないといけないとい
う。その３年間の間に講師陣達からヘッドハンティン
グじゃないですけど、「うちに来い」みたいな声がか
かるんじゃなかろうかと。まあ、かけて欲しいという
のは鍛冶屋さんに伝えてはいるんですけれども。そう
いう所で３年間、そこの所からちょっと給料をもらい
ながら引き続き練習するという格好です。で、5 年後
その補助金の括りが無くなった時にどうなるのかって
いうのは、まだ見通しが付いていないのが現状ですね。

久津輪　補助金としては当面５年間は継続っていう事
なんですね。
進　藤　そうですね。
久津輪　はい、分かりました。ありがとうございます。
西山さんのお父さん、西山武社長が塾長さんですね。
西　山　そうですね。
久津輪　で、塾長さんとお話した時には、これ、と
りあえず組合の裏に仮で建てたけれど、本当はもう
ちょっとしっかりした設備を作って、もっと受け入れ
ていきたいんだというお話もされていましたね。
西　山　そうですね。本当は使いたかった候補地が空
いていたんですけど土地を新たに取得しないといけな
い、予算がその倍ぐらいかかるという事で、予算的な
面で頓挫したというか。今の土地だったらそのまま使
えるからということです。ま、（組合から）借りてる
んですよね？
進　藤　借りてます。（創生塾から組合が）家賃を
ちょっともらってという。本当は香美市長としては、
これで成功したら新しい、もっとでかいものを作ると
いう二段階で考えていらっしゃる。とりあえずこれは
仮で。
久津輪　あ、そうですか。
進　藤　とりあえずこれは仮で作って何年かやって、
上手くいくぞという確証が得られたらもっとこう大々
的にやるという様な流れに。
西　山　そういう話はあります。
久津輪　ちなみに今回このお話を伺いに行った時に、
主に対応してくださったのは門田貴司さんという鍛冶
屋創生塾の事務局長さんなんですけど、その事務局
長さんは元々は香美市の商工会にいらして、20 年以
上にわたって刃物組合のいろんな事務作業を受託して
やっていらっしゃったという方です。その方が定年退
職して、組合の方に移られて、鍛冶屋創生塾の立ち上
げにかなり深く関わっておられる。そういう行政の補
助金のいろんな申請の仕方とか、国や県との繋げ方と
か、詳しく知っておられる人がキーマンとして入って
いるという事が、相当強いのかなという風に思いまし
た。
西　山　そうですね。今回この塾ができた経緯も、今
まで 20 年前からずっとアピールはしてきてたんです
が、県も市もそんなに乗り気ではなかったんですけど、
尾崎前知事が、すごくバックアップしてくださって、
そこで風向きが一気に変わりました。最後に、去年開
校に至ったんですけど、2 年前ぐらいから作る方向に
一気に流れが変わったのは、前知事のおかげがすごく
大きいですね。
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　  　　　   4. これからの林業に手道具は？

久津輪　ありがとうございます。さて、江崎さんも
残っていただいているので、まず江崎さんに感想な
ど伺おうと思うんですけど、ご覧になってどうです
か？
江　崎　そうですね。やっぱり僕達は使う側として
あれなんですけど、やっぱり頑張って欲しい、作る
人は頑張って欲しいっていうのはありますね。
久津輪　刃物を作る側の方達から、林業現場の方達
に何かお聞きになりたい事とか、リクエストとか何
かあったりしますか？
進　藤　さっきも外で立ち話したっていう話ですけ
ど、こう「こうして欲しい」という話が、近くの鍛
冶屋さんじゃない限りこっちまで届いてこないって
事がほとんどなんですよね。なので、お互いの不満
というかそんな情報が結局合わさる事なく、良いも
のに繋がらずに終わるという。やっぱり近くにいな
いというのはそういうことになるのかなという風に
は思うので。もうちょっとこう、いま便利な SNS な
どもあるので、そんなもので作り手と使い手が繋が
れたら、とかは思いますよね。
久津輪　江崎さん、ちなみに SNS は？
江　崎　一切、無いです。
久津輪　ラインはやってますね（笑）？
江　崎　ラインだけしかできません。アナログなん
で申し訳ないです。
久津輪　他に何か、こう上手く使い手と作り手が繋
がる…。
西　山　先ほど、さっきのワイヤー刺しの要望もあっ
たんですけど、この木を転がす道具の鳶

トビ

の話もそう
ですけど、大体ある程度メーカーによって形とサイ
ズ規格などは決まってますし、地域性、鎌などはす
ごく地域性に富んでいるんですね。鳶

トビ

の形も西日本
と東日本でまた違いますし、北海道も違う。特に鍬
は何千種類もあるぐらい地域性に富んだ刃物なので
すが、それぞれの地域性が今まではあったんですけ
ど、地域の野鍛冶たちがどんどん引退し廃業してい
る現状なので、それがちょっと淘汰されつつはあり
ます。やっぱり使って便利な形っていうのは地域に
根付いているので、それをちゃんと受け入れて作る
というのを得意としていたのが土佐打刃物なんです
けど、ただそれが最近ちょっと薄れてきている所が
若干ありまして。こっちの形を押し付けるというわ
けじゃないですけど、定番の形というのが地域によっ

Panel

Discussion

パネルディスカッション

会場に展示した西山商会で扱う土佐の打刃物

会場の様子
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てあるというのを、やっぱりもう一回見直してやって
いかなきゃいけないかなという風に感じています。昔
うちのお客さんは国有林の仕事をしている人達が８割
だったんですけど、国有林事業が、営林署から森林管
理局に変わった頃からどんどん現場で働く人が引退し
減っているので、その林野事業でやっている人も正規
雇用でも５万人ぐらい林野庁の職員さんはいたんです
けど、今や林野庁全体で合わせても 5000 人いるかい
ないかぐらいなので 10 分の１に目減りしている。そ
れだけ刃物の使い手も減っているし。で、林野庁だっ
たら手工具は指定型で、この形じゃないと絶対ダメと
いうぐらい縛りがきついので、そういう形を得意とし
て作っていたんですけど、それが減っていったのも
あって、量も減っていったのもあります。まあ鍛冶屋
さんも面倒くさがったのもあると思うんですけど、１
本から作れるという土佐の売りにしていたものがない
がしろになってきている感はちょっとあるので、そこ
を引き締め直して作っていかなければいけないかなと
思っています。引き締め直して。
久津輪　土佐は、いま仰られたように自由鍛造と言っ
て、型にはめたり、型で打ち抜いたりするんじゃなく
て。
進　藤　フリーハンドで。
久津輪　フリーハンドで打っていく。
進　藤　どうとでもなると。
西　山　斧に関しても、後ろにうちの製品を並べてあ
るんですけれども、刃物の名前に地域の名前がついて
いるものがたくさんあるんですよ。斧は斧でも、木馬
斧 ( キンマ ) っていうのは道具、木馬（キンマ）とい
う山の木を転がす道具があるんですけど、それを作る
ための道具でキンマ斧と言っているんです。また、吉
野斧というのが通称であるんですけど、枝打ち作業で
使うもので、奈良県の吉野地方でよく使われているか
ら吉野斧っていう名前があって。鍬に関しても地域の
名前がついているものがたくさんあります。

質疑応答
久津輪　ありがとうございます。会場からももしご質
問とかご感想とかあればお受けしたいんですけど、ど
なたかいらっしゃいますか？ 遠慮なく、よろしいで
しょうか。
会場から ３人の鍛冶屋さんを選ぶ基準というのは、
どうやって。
進　藤　研修生の？ 自分も面接に同席させてもらっ
たんですけど、結局根性があるかどうかみたいな所が
あります。

久津輪　根性。
進　藤　結局鍛冶屋の仕事、３K と言われてるような、
危ない、汚いとか、火を使うんで暑いとか。なので、やっ
た事ない人達にとっては、多分実際にやってみないと
分からないと思うんですよ。それを耐えられるかどう
かという。やる気がそれをちゃんと上回っているかど
うかという所を見たのと、ぶっちゃけ将来性的なこと
を見た所はあります。
久津輪　将来性というと？
進　藤　将来何を作りたいのかというのが、あまり土
佐に合っていない人というのがいたりしたので。あと、
年齢はあまり見たくはなかったんですけど、結局若い
人の方が飲み込み早いんですよね。できれば若い子を
採りたいという気持ちもありつつ、若い子を採りすぎ
ると若いので方向転換できちゃうので、辞める可能性
も高いんじゃないかっていう葛藤とがメインですね。
まあ、ほとんどはもうガッツがありそうかどうかって
いう所で決まってます。
久津輪　ガッツは面接で、印象で？
進　藤　もう印象ですね。ただ、印象なんですけど、
面接官が何人も、8 人ぐらいいる中で、何故かほとん
ど、人に対する評価、皆大体同じで。皆、「やっぱり
この 3 人かねぇ」というのが、ほとんど揉める事な
く決まってしまいました。
西　山　開学まで 2 年くらい待ったという人もいま
した。
進　藤　ああ、そうですね。応募があった時に、ひょっ
としたら何年後かに鍛冶屋創生塾始まるから、それま
で待てるかって言って、その間ずっと待ってた子もい
たりとか。
久津輪　ああ、確か香美市に移住してきて。
進　藤　そうですね、移住してきて、もう家も買っ
ちゃったっていうようなそんな特殊な子もいます。
久津輪　その人は選ばれたんでしたっけ？
進　藤　その人はトップで選ばれましたね。
久津輪　トップで選ばれたんですか。ガッツですね。
進　藤　そうですね、その気合を見せられるとこっち
も引けないというか。
久津輪　よろしいですか？ 他にご質問いかがでしょ
う？ 水野さん、何かご質問になりたい事とか。
水　野（新潟県長岡市の鉋鍛冶の水野清介さん）いや
まあ、色々聞かせてもらって、俺も今回ちょっと頑張
ろうかなと思ってここへ来たんだけれども。久津輪さ
んから電話もらって、「来いよ、絶対良い話聞ける」っ
て。まあ、先輩じゃないですか。鍛冶屋じゃなくて、
そういう学校を作った…。
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進　藤　ああ、土佐はそうなりますかね。
水　野　だからそういうのをいっぱい聞きたいなと
思って、ここへ今回参加させてもらって、いま聞いて、
本当、弟子が来たらどうしようって、逆に不安になっ
てます。
久津輪　（笑）逆に不安になっちゃった。
進　藤　今までの、昔ながらの弟子の受け入れ、１対
１というのが、結局そこの中で人間関係が完結しちゃ
うので。多分教える側としても、教わる側としてもこ
う逃げ道が無くなっちゃうというか、お互いへのプ
レッシャーがすごいんですよ。今回、土佐のやり方は、
皆にも責任を分散させようという事でこういう格好に
したという事はあります。
久津輪　やっぱり過去の補助金の制度で、１対１で失
敗した例もあって、それも踏まえてという事ですね。
進　藤　技術とかそういう事じゃなくて人間性が合わ
ずに、ちょっともう無理ってなった人もいるので。そ
こをなんとかするにはこういう制度が良いんじゃない
かという事で。
久津輪　という事ですね。その他ご質問いかがでしょ
うか？
会場から 江崎さん、たくさん道具種類持っていらっ
しゃるんですけど、四代目ですよね。
江　崎　はい。
会場から まだ全然使い方が分からない道具とかあっ
たりするのか、それから普段現場で使っているものは、
どれくらいの数があるんですか？
江　崎　まず第一に自分の所にあるものはほとんど熟
知しております。今の、お祖父さんから受け継いだや
つ、親父から受け継いだやつも全て使ってますし、使
い方も分かります。ずーっと小学校とかで見ながらで
覚えてたんで、今のチェーンソーの目立て、こういう
のの目立てもお祖父さんの背中におぶわれて、お祖父
さんが目立てしている所をイメージしてたんで、それ
なんで鋸とかも目立てが全部自分でできます。という
事と、もう１つ何でした？
会場から どれくらいの数、ですかね。使ってみえる
のは。
江　崎　数は…すごいですね。すごいです。
会　場　（笑）
江　崎　そうですねぇ、もう 100 じゃきかないです
ね。小道具っていうか、手工具ですね。トビだけで、
どうですかね、40 本以上ありますね。転がしトビ、
中径木、小径木、大径木、全部変えてますので。鉈も
20 丁以上、鉈の産地でどうなのかっていうのと、教
える立場になりますので、どこの会社のどこの鉈がど

ういう風な鋼を使っているかというのと。あと僕いま、
研ぎ師の所に習いに行ってます。で、砥石ですね、砥
石がどこの産地でどこの砥石が合うのかっていうのも
いま勉強してますので、自分なりに。なんで、全てで
すね。今、ヨキも 40 丁以上ありますし、いろんなも
のでちょっとマニアックって言われてますので、結構
あります。はい。
久津輪　ありがとうございます。では、大体この林業
パートは時間になりましたので、ここで一旦休憩に入
らせていただこうと思いますが、西山さん、進藤さん、
江崎さんに拍手を。それでは、休憩に入ります。会場
の皆さん、ぜひパネラーの方を捕まえてお話してくだ
さい。
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久津輪　では後半の、今度は木工とか大工の木の仕
事に使われる道具のお話を進めていきたいと思いま
す。後半、一番初めに高山から大工さんに来ていた
だいています。川上さん、ご登壇ください。自己紹
介をお願いします。
川　上　岐阜県の高山市から来ました大工をやって
いる川上舟晴と申します。どうぞよろしくお願いし
ます。
久津輪　川上さんは元々高山のご出身？
川　上　そうですね。生まれが高山で。
久津輪　元々家が大工さんの家系ですか？　お父様
も大工さんだったとか？
川　上　実家は板前をしてまして、僕はそこの次男
坊だったんで、後継ぎとかっていう話ではなく、好
きなことやっていいよっていう話でした。
久津輪　それで木工芸術スクール、高山の職業訓練
校に行かれた。
川　上　そうですね。
久津輪　それから、三重県の伝統建築の、社寺建築
の会社に入られたと。
川　上　そうですね。三重県桑名市にあるんですけ
ど、社寺建築を専門でやってる親方に弟子入りをし
たという形になりますね。そこで９年間社寺建築を
やらせていただいて、一通り修めたなという所で地
元の方に戻りまして、また大工を続けようと思いま
した。帰ってからですね、飛騨の高山の方では社寺
建築の需要がなかなか無いもんですから。
久津輪　そうですか？
川　上　はい。住宅も僕の中では、木造建築の部類
ではやっぱり勉強しておきたいなということで、高
山に帰ってからは木造住宅を勉強して、今はどっち
もやっています。
久津輪　ちなみに高山の職業訓練校卒業後、三重県
の方を選ばれて行かれたのは何か理由があったんで
すか？
川　上　選んでいる時に社寺建築というのが１つの
キーワードだったんですけど、県内もそうですし県
外も社寺建築をやっている会社ないし親方みたいな
方に会ってご挨拶させてもらう様な探し方をしてい
たんですけれども、パッとくる所が三重県だったと
いう事です。
久津輪　グッとくる所が三重県だったと。
川　上　はい。

久津輪　そもそも社寺建築がやりたいというのは？
川　上　社寺建築にこだわりを感じたのは中学校 3
年生の時、自分の進路を考える時に大工になりたいと。
で、先生に相談した所、「お前の思っとる、そういう
手道具を使う様な大工ってのは社寺建築とかしか無い
んじゃないか」っていう、たかだかその一言で僕は、

「あ、じゃあ、社寺建築行ってみようかな」という風
に思いました。
久津輪　なるほど。もうその頃から手道具が使いた
かったということですか？
川　上　そうですね、憧れみたいな感じで。ちょうど
僕が中学生の時に西岡さん…。
久津輪　西岡常一さん。
川　上　そうです。宮大工の、法隆寺の西岡さんの特
集をテレビでいっぱいやってまして、もうモロにその
影響を受けまして。なんて格好良い仕事だと思って、
親に相談したんです。中学校の時に「僕は社寺建築が
やりたい」って言ったら、「ああ、お前、もう保育園
の時から言ってたわ」みたいな事を言われまして。
久津輪　はあ、そうですか。
川　上　どうやら、ちっちゃい時から大工をやりた
いって言っていたみたいです。
久津輪　で、川上さんのお仕事ぶりも動画で撮影させ
ていただいたので、短いんですけれどもご紹介します。

（動画上映）
久津輪　これ、お仕事場は製材所を借りてやってらっ
しゃったんですね。
川　上　そうですね。材料を買って、そこの工場を貸
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岐阜県高山市の大工、川上舟晴さん（右）
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してもらうというシステムですけど。
久津輪　これ、何を作っている？
川　上　これは社寺建築で言われる軒先の模型を作っ
ています。
久津輪　文化財修復の資格を取る試験を受けるための
課題だと聞きましたが。
川　上　そうです。日本伝統建築技術保存会という会
がありまして、そこで文化財修復の講義を受けるんで
すけど、そこの研修課題の一環として墨付け、規矩術、
刻み、模型を作るという一連の流れの課題ですね。そ
れを製作しています。
久津輪　あれは隙間がぴったりつかないといけないで
すね？
川　上　そうですね。それを合わせる工程を鉋で削っ
てやっています。

（動画内コメント）
川上　（手道具を見せながら）まっすぐじゃないんですね。

ちょっと反っている。で、これがきつめの反り（鉋）。で、

平（鉋）なんですけど、やっぱり木口は抵抗が大きいんで、

寸四とか寸二で取ると楽です。こっちは仕上げといいま

すか、あれ（茅負いの模型）全部中仕込（鉋）なんです

けど、仕上げなくて良いって話なんで。なので、仕上げ（鉋）

と中仕込（鉋）の間ぐらい。あと、追入鑿
のみ

と墨壺、縦横

の付いてる鋸ですね。これ、七寸目ぐらいかな。という

道具を使います。今の茅負いだけでこれだけが必要です。

（鉋を見せながら）反りも全体的に反ってるんですけど、

違いますよね、先っちょと元では。で、全てをこれでい

ける事はいけるんですけど、ガタガタなったり、精度が

悪くなったりします。で、ねじれが出てくると今度、こっ

ち（鉋）も丸いやつじゃないと鉋屑が出ませんので、ま

たそれはそれでこういう物（小鉋）が必要になってきます。

（鑿を握りながら）これ不思議なことに、こう置いてあっ

て、他人のこの同じ様な鑿が置いてあって、違う方を握る

と「あ、違う」と。で、自分のを見つけると。市販のも

のでも慣れてくるともう手に馴染んじゃいますので、他

人の道具との違いが分かると。鉋もそうですね。本当に

微妙なんですけど、この面の取り方とか握った重さなん

かでも、「あ、これ、僕のじゃない」って分かりますし。

（鉋を見せながら）これは自分で、好きな加工面に合わせ

てアールを作ります。これも自分で作って。だから自分

で作る、ないもの、足りないものはやっぱり作りますし。

間に合うものはそのままいきますし。

（動画終了）

久津輪　はい、ということで、たくさんの道具を使う
所を見せていただいたんですけど、先ほどの江崎さん
と同じ様に、自分で道具をカスタマイズして作るとい
うのもあるし、逆に今のお話だと自分の手が道具にも
う馴染んでいって、同じ市販のものでも識別できる程
というのもあったりするんですね。
川　上　はい、やっぱりその、そこに差はないんです
よね。やっぱり自分で使い込んでいる道具なのか、そ
うではないものなのかっていう差が、手には馴染んで
いるかなとは思います。で、先ほど江崎さんも言って
みえた様に、その手に馴染む様に、使いやすい様に、
怪我をしない様に、手にフィットさせる様に自分で仕
立てを変えていくっていう事も必要だと思います。
久津輪　今は社寺建築と一般住宅と両方やっていらっ
しゃるんですけど、一般の住宅で、手道具はどれくら
いの頻度で使います？
川　上　そうですね…。僕はできるだけ使いたいと
思っている方なので、鑿

のみ

であったり鉋であったりは使
える所を探して。ここはこういう風に見せたいってい
う思いがないと、なかなか道具箱から出てこないもの
なので。僕はできる限り使おうと思って使っています。
久津輪　思いがないと出てこない？
川　上　出てこないですね。やっぱりただ単純にス

https://youtu.be/cX2cVj3DO1A

川上さんの仕事の様子を撮影した動画
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ピードとか、生産性の事だけを考えた時に、じゃあそ
の選択の中に手道具が入ってくるかというと、そのほ
とんどが機械道具だったり、エアー工具で賄えるもの、
ないし、それだけで組める様な家になっていますので、
今は。なので、使い手が使おうと思わないとなかなか
出てこないと思います、現場の中では。
久津輪　川上さんの場合は使いたいと思う場所という
のは、例えばどういう時、どんな仕上げを施したい時
に道具を使うという感じですか、今？
川　上　新建材と呼ばれる、MDF であったり、ま、
木ではないものを内装材に使うのではなくて、できる
だけ自分の仕事の場合であったら、やっぱり無垢の木
のものを仕上げの表面に持ってくる様な格好にして、
なおかつそれをサンドペーパーではなくて、鉋で仕上
げてみるのか槍鉋で仕上げるのか、っていうチョイス
を自分の中でして、できるだけ手道具を使おうとして
います。はつってみるとか、そういう事ですよね。
久津輪　やっぱり木の表情を引き出そうとか、手触り
とか、そういう事でしょうか？　どういう事なんで
しょうか？
川　上　そういう思いもありますし、いま僕はそれの
答えまではいってないんですけど、自分が良いなと思
うのはやはり手触りだったり、足触り、柔らかい感じ
であったり、部屋の中に入った時の匂いであったり、
空間の音の感じであったり、もう全部含めて僕は良い
なと思うんですけど、その思いが他の施主さんに伝わ
るかっていうとなかなか難しいところで、逆に説明す
るのも難しいんですね。なので、色々試してみながら、
何が木工を知らないお施主さん達に刺さるのか、刺さ
るというか、気にってもらえるのかなというのを、い
ま試しているような状態ですね。
久津輪　川上さんの様に手道具に対するこだわりがな
ければ、もう一切手道具なしに家を建てる事も今はで
きちゃう感じですか？

川　上　建ちます。ほとんどの家が建てられると思い
ます。まあ、住宅にも種類がありまして、新築で建て
る場合、やっぱり伝統建築と呼ばれている様な土壁造
りの家ですよね、でしたら絶対手道具は出てくるであ
ろうと思います。僕らの地方で言いますと古民家改修
とか、社寺建築で言われる屋根替え工事、古いものを
触るという場合は、やっぱり手道具が出てきます。た
だ、ハウスメーカーだったり、今プレカットで新建材
で作れる様な家っていうのは、手道具が無くても建て
られる様な仕様にはなっていると思います。
久津輪　でも、社寺建築みたいなものになってくると、
手道具の出番が多くなるっていうか、もう無しでは作
れないような感じですか？
川　上　そうですね、機械道具だけでは絶対に作れな
いと思います。これはまあ、実体験ですけれども。皆
さんも家の近くに寺とか神社があると思いますけど、
どの屋根もまっすぐな屋根ってないと思うんですね。
もっと言うと、窓が丸かったり、火

か

灯
とう

窓
まど

があったり、
そういう曲

くせもの

物と呼ばれるようなものがあるので、そう
いう所では絶対使用しなきゃいけない。使用しないと
綺麗に物作りができないと思います。
久津輪　文化財の修復の資格を取ろうとしていらっ
しゃるのも、やっぱりそういうところですか？　使う
機会を増やしていきたいというか。
川　上　そうですね、使う機会と言いますか、僕は、
社寺建築とともに文化財修復に興味がありまして。で、
高山市にもたくさん文化財があるんですけれども、正
しい知識を持ってない方が修復されると、やっぱり文
化財としての価値がどんどんどんどん低くなっていく
と言いますか、崩れていく場合もあります。なのでそ
ういう意味合いも含めて、僕はその、資格では無いん
です、ただ認定なので。そういうちゃんとした団体が
行なっている講習会に出て、そういう修復の知識をで
すね、僕の知らないような知識を知りたいなという事

川上さんの仕事の様子と愛用の手道具
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で今、個人的には受けてます。
久津輪　川上さんはですね、大工さんの調査をしてい
る時に高山の道具屋さんにまず行って、道具屋さんか
ら推薦してもらったんですけど、一番最初に「高山と
言ったら川上さんに聞くと良いよ」と言われて、お話
を伺いに行ったんですね。それは今見ていただいた様
に道具にこだわりを持って使っているという事だけで
はなくて、実は高山地区でそういう伝統技術を次世代
に継承しようとする活動のリーダー的存在でもあると
いう事で、それをちょっとご覧にいれようと思います。
　これ、「全国削ろう会」という、お聞きになった方
も多いんじゃないかと思いますけど、もう 20 数年前
から続いているんですね。全国的な、鉋で削る会の飛
騨高山大会というのが 2016 年にあって、その実行委
員を務められたんですね？
川　上　そうですね、その事務方ですね。この大会を
誘致して、その段取りをするという実行委員の方をや
らせてもらいました。
久津輪　川上さん自身は削ろう会にはいつ頃から入っ
ていたんですか？
川　上　見に行く事はしてたんですけれども削ろう会
には入っていませんでした。
久津輪　あ、そうなんですか。
川　上　それこそ、その道具屋さんからの一声で。
2016 年なので、2014 年ぐらいの時にですね、削ろ
う会を高山でやるから実行委員一緒にやってくれない
かと言われてから、本格的に削ろう会というのを勉強
と言いますか、調べました。
久津輪　実際に自分自身が会に入ってみて、まずどう
でした？
川　上　正直見てるだけ、その会に入っていない状態
で削ろう会を外から見た時には、皆さん薄い鉋屑を出
そうと頑張ってるんですけど、まあその頃から社寺建
築とかやっていて、「そんなに薄い鉋屑出しても、仕
事でそんな薄くしないのになあ」とかっていう、そう
いう気持ちはあったんです。でも、削ろう会の実行委
員を通して、真剣にやっている競技者の方もそうです
し、いろんな境遇があってこういう会に顔を出してい
る方との触れ合いとか、それに対する姿勢を見ていま
して、こんなに熱いものはないな、と。全然、僕の気
持ちも 180 度変わりまして。端から見ているんじゃ
なくて、その中に入って技術を教えてもらったり、教
えたり。じゃあ、それを自分でどう使うかっていうの
は自分の問題なので、それを仕事に活かしていこうと
思いました、僕は。
久津輪　なるほど。私も今まで３回行ったことがあり

ます。全国持ち回りで大会が年１回あるんですけど、
関市でも 10 年程前に大会があって、その関と神戸と、
あと今年長野県の伊那市であったので、それを見に
行ったんですけど、まあ、とにかくすごいです。この
写真にある、この時何千人来たんですかね？
川　上　競技者だけで 800 人。周りを見に来る観客
さんも入れて、2 日間で 1 万人来ました。
久津輪　2 日間で 1 万人。今年の伊那は 2 日間で 2
万人という話も聞きました。で、日本全国の工務店の
大工さんとか、木工職人さんとか、あるいはアマチュ
アの方もですよね、来られて、鉋の研ぎを一生懸命勉
強して、極限まで薄い削り屑をを出す。で、それを計
測するんです。そういう競技会が行われていたり、外
ではこういう鉞

まさかり

ではつったり、釿
ちょうな

ではつったりとか、
そういうデモンストレーションですかね、が行われて
いたり。
久津輪 これは何でしたでしょうか？
川　上　これは削ろう会の中でも有名な記録を出せる
方とか、その会その会で講師としてですね、「この人
の話を聞きたいな」っていう方が集まって、研ぎの講
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けど、これ、一番右下の所とか左下とかを見ていただ
きたいんですけど、道具屋さんが出店されてるんです
ね。鍛冶屋さん達が自分の作った鉋とか鑿を持って、
会場にいらしてるんですね。で、鍛冶屋さん達にお話
を伺っていても、「この削ろう会がどれほど大きな役
割を果たしたか分からない」、「削ろう会が無かったら
自分達の仕事はもう 10 年前には終わっていたかもし
れない」と仰る方が何人もいたんです。というのは、
さっき林業の方でもお話がありましたが、鍛冶屋さん
＝道具を作る人と使う人がだんだんやっぱり産地化し
て離れていってしまって、間に問屋さんも入るように
なって、道具を作る人は直接使う人の評価を聞く機会
がなくなった。リクエストとか評価とかを聞く機会が
なくなったんですけれども、この削ろう会は鍛冶屋さ
んが直接現場に出て行って、直接道具を使っている人
とコミュニケーションが取れる。そこが大きな役割を
果たしたと仰る方がたくさんいらっしゃいました。
川　上　そうですね。使う方から言っても、直接名前
しか知らない、顔があんまり分からない鍛冶屋さんが
目の前にいて、こう語りかけられるっていうのはすご
く良い機会かなと思いました。

久津輪　で、この削ろう会の後も、高山で若手の人達
でこういう伝統技術の継承をやっていこうよと言って
勉強会を企画されたりもしていたそうですね。
川　上　そうですね。道具の研修会とか、それこそ削
り会と呼ばれるやつを高山で、ローカルで作ってみよ
うというので一度動いてみました。
久津輪　でもなかなか難しいところもあったとか。
川　上　難しいですね。やっぱりこの手道具に興味あ
る人がどれほどいるのか、大工さんの中でも今言った
みたいにどのくらいの気持ちで現場に道具を持って
行っているのかとか、道具の事をもっと知りたい人は
どのぐらいいるのかという所でつまづきましたね。な
かなか集まらないです。集まっても続ける事が難し
かったですね。
久津輪　で、今はとりあえず単独で、子供向けの活動
をやっていこうとされているというお話でしたね。
川　上　そうですね。そこで人を集める事の大変さで
すね、人をまとめる大変さっていうのを本当に痛感し
まして。じゃあ、自分の個人レベルでどういう働き
が一般の方達にできるかなあと考えまして、今は僕 1
人大工と左官屋さんの友達を 1 人引っ張っていって、
保育園に対して伝統建築で動物小屋を建ててみようよ
というイベントを企画していまして。僕が大工になり
たかったきっかけが、やっぱり保育園の時に自分の家

習会をしている所です。なので、先生であるんですけ
ど、一緒の競技者であって、こっちの聞いている人た
ちは生徒であるんですけど、一緒の競技者でもあると
いう、なんかお互いに教えている様な講習会でしたね。
久津輪　熱気がすごいですよね。
川　上　すごいですね
久津輪　あと、これは子供に削ってもらっているのか
な？
川　上　そうですね。飛騨高山大会をするにあたって、
参加者の方は勝手に来るんですけれども、それを見に
来てくれる方というのはやっぱり啓蒙活動をしないと
なかなか、この全国削ろう会っていう名前を出したと
ころで知っている方っていうのはほとんどいないんで
すよね。なので月に 1 度、半年間ぐらいかけて、高
山のいろんな所でこういう削りのデモンストレーショ
ンをさせてもらいました。その中で、お子さんとか家
族づれの方が一番食いつきが良くて、「僕にも削らせ
て」っていう所をちょっと写真に撮らせてもらった所
です。
久津輪　なるほど。先ほどの 1 枚めの写真なんです
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を建てに来た大工さんに憧れを持ったというのが１つ
の経緯だったんですね。僕、やっぱり大工さんが減っ
ているのもそうですし、伝統建築を作りたい、建てた
いという施主さんも少なくなっている中で、じゃあ、
僕個人がどういう啓蒙活動をすればちょっとでも貢献
できるかなと考えた時にそういう事を考えました。
久津輪　伝統建築の動物小屋って、すごいですね。
川　上　楽しいと思います。本当に釘とか使わずに軸
組に建てまして、で、左官屋さんには泥を持ってきて
もらって、子供達に手で泥を壁にこうぐちゃぐちゃ
塗ってもらうというのを今企画しています。で、その
中で、伝統建築の良さはやっぱりパズルだったり積み
木のようにホゾを差して組んでいく楽しさ。あと、目
の前で鉋で削ってみて、ヒノキってこんなに良い匂い
なんだよ、と。
久津輪　まさに先程の写真のように。
川　上　ああ、そうですね。で、こんなにツルツルに
なるんだよ、土はこんなに臭いんだよっていうのを、
そういうレベルで。伝統建築は何々がすごくて、どう
いう風にこういう歴史があって、ではなくて、感覚的
に子供に訴えていけないかなあと思って、今考えてい
ます。

久津輪　あともう１つ、川上さんがやっていらっしゃ
る活動があります。これは高山市内にある、岐阜県が
管理している建物で、高山陣屋という江戸時代の建物
があるのですが、これが昔からサワラとかネズコとか、
そういった針葉樹の木を、丸太を刃物で割って、へい
で薄くして、それを屋根の板にしているんですね。そ
れを定期的に葺き替えていて、陣屋の中に県職員で専
門の営繕手さんもいらっしゃるんですよね。
川　上　そうです、はい。
久津輪　その営繕手さんが大工さん達に声をかけられ
てこの研究会が始まったと。
川　上　そうですね、その営繕手の方からこの板を作
る職人さんがもう飛騨にいなくなった、最後の 1 人の
方がもう亡くなってしまったという話を聞きまして。
社寺建築をやっていると分かるんですけど、杮

こけら

葺
ぶき

とい
うものがあるんですね。ですけど、この飛騨の高山で
使われている板というのは杮とはちょっと違うサイズ
感の板を使っています。なので、その営繕手さんの言
われるには、やっぱり飛騨のこの独特の工法ですよね、
手法を飛騨にいる大工さん達、飛騨にいる方達に守っ
てもらいたいという思いを聞きまして、じゃあ同じよ
うな思いがある大工さんに声をかけまして、「榑

くれ

へぎ
研究会」という名前をつけて立ち上げました。最初は
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この板を割る事、板を作る事だけを考えて集まったん
ですね。なので、これ、板割りの研修をしています。
久津輪　でも職人さんが亡くなられてしまった後から
だったので、その道具をどう調達して、どう使うかと
いうのを探ること自体が大変だったとかって聞きまし
た。
川　上　そうですね、その亡くなった職人さんは弟子
を育てることなく引退されたんですけれども、飛騨の
この板を割るには、他の地域とは違う道具を用います。
それを復元という形なんですけど、現存するものがほ
とんど無かったので、いろんな鍛冶屋さんを当たっ
て、文献を調べまして、どんな形だったとかどんな長
さだったというのを調べる所から始めました。
久津輪　それが、これですね。
川　上　そうですね、これがマンリキと呼ばれる、こ
れで板を作っていくんですけれども、これ作るの大変
だったんですよね、はい。
久津輪　注文してすぐできたという訳ではない？
川　上　注文して、自分の思いは道具屋さんに伝える
んですけれども、返ってくる道具が自分の思っている
のとは違うものが作られてきまして。例えば、これは
ヒツ（柄を通す穴）の所がテーパー（先細り）になっ
ていまして、下側から柄を入れるつもりだったんです
けど、鍛冶屋さんは逆にテーパーを付けてきまして。

「これ、言っとんのと違うわー。ちょっとやり直してー」
と言ったら、根元をちょん切られまして、反対にして
溶接したものが返ってきました（笑）。ちょっと思い
が違うんだけれど、まあ使えるからいいわ、と思って
今は使っています。
久津輪　なるほど。まあ、なかなか見ない形ですから
ね。
川　上　そう、そう。
久津輪　逆さにイメージしてしまうのも無理はないか
なという。
川　上　そうですね。
久津輪　ちなみにこれは、海外では屋根板をへぐのに
よく用いられる道具なんですけど、日本では高山地方
にしか見られない道具だというのが、専門家の方の文
献にあります。で、この榑へぎ研究会も結構大変なん
ですね？
川　上　大変です。やっぱり人が集まりだすといろん
な思いがありますし、大工さんなので平日はやっぱり
自分の大工仕事をしていますので。だからどのタイミ
ングで皆で集まって勉強会をするのか、誰がこれを研
究して、誰が鍛冶屋に注文するんだとか、もう全ての
工程に対して大変でした、はい。

久津輪　今、現状ではボランティアでやっている？
川　上　そうですね。全くお給金をもらわずにやって
ます。で、１つの目標としまして、やっぱり研究をす
るだけではなくて、この先にこれを仕事に、これで食
べていける様な、板を売れる様な環境を作っていきた
いなと思いまして。最終的なゴールはそこなんですけ
れども。で、今やっとで、ちょっとずつ自分達の作っ
た板が施工する側に売れるような体制になってきまし
た。
久津輪　県が入札で買っているんですけど、その高山
に最後にいらっしゃった職人さんが亡くなられてか
ら、今は主に高山市の外の業者さんが納めてらっしゃ
るんですね。
川　上　そうですね。
久津輪　それをなるべく高山の中の職人達でやってい
けるようにしたい。
川　上　はい。
久津輪　はい、ありがとうございます。

川上さんの話を聞く会場の様子
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久津輪　ではここで、今度は道具を作る側の職人さ
んにも加わってもらおうと思います。では、水野さ
んと千代鶴さん、壇上の方にお願いします。拍手で
お迎えください。それぞれ自己紹介をお願いします。
水　野　鉋鍛冶をやっています、新潟の水野です。
よろしくお願いします。
千代鶴　同じく鉋鍛冶をやっています、兵庫県の三
代目千代鶴貞秀と言います。よろしくお願いします。
久津輪　ここでちょっと皆さんにお詫びというか、
水野さんにお詫びなんですけれども。今回のこのパ
ネルディスカッションを企画していて、実はチラシ
ができ上がった直後に、水野さんがなんとクラウド
ファンディングを活用してお弟子さんを育てるとい
う取り組みを始められたというのを聞きまして。で、
急遽パネラーに加わっていただいたので、水野さん
だけチラシに載っていないんですね。急遽来ていた
だいたという。本当にどうもありがとうございます。
で、水野さんがお仕事をしていらっしゃるのは新潟
県の長岡市なんですけれど、そちらの方にも調査で
伺ってきたので、その概要だけちょっとご説明した
いと思います。
　場所がここですね。元々は与板町だったんですね。
それが合併で長岡市になった。あと、隣の三条市も
木工・大工系の道具の産地として有名な所です。で、
長岡市で今どれだけ職人さんがいらっしゃるのかと
いう事で、鑿が 10 人。鉋が水野さんを含めて 5 人。
鉞をやっていらっしゃる方が１人という事で、今は
16 人の方が与板町にはいらっしゃいます。元々上杉
謙信の家臣が刀鍛冶を招いてから産地として発展し
たとか？
水　野　はい、そういう事ですね。一応、お殿様の
刀を作るという事で刀剣士が来て、それでもう刀の
時代が終わって、大工道具の方に変わっていったと
いう事ですね。
久津輪　水野さんご自身は何代目になるんですか？
水　野　一応四代目なんですけど、変な四代目。
久津輪　変な四代目？
水　野　うん、戦争があって兄貴が亡くなった時に、
もう辞めていたお祖父ちゃんがもう一度って。で、
お祖父ちゃんが辞めた後、今度俺の父親が三代目と
して入って、で、俺が四代目だから。代はいっぱい
なんですけど、ほんの短い間に。
久津輪　なるほど、分かりました。で、今現在は鉋

Panel

Discussion

パネルディスカッション

新潟県長岡市与板町の鍛冶 水野清介さん（左）
兵庫県三木市の鍛冶 千代鶴貞秀さん（右）
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と鑿と鉞と、あと釿が伝統的工芸品として経済産業省
の認定を受けているという事ですね。ただ、釿の鍛冶
屋さんが去年の春に亡くなられたんですね。
水　野　はい。
久津輪　だから今、鉞を作っていらっしゃる方が代わ
りに作り始められるようになったと伺っています。で、
私達が調査をするにあたって、短時間でまとまった数
の方にお話を伺わなくてはならないので、こういう職
人祭、刃物祭みたいな所へ行って、朝から夕方までずっ
と職人さんにお話を聞くというやり方で調査を続けて
きたんですね。ですから千代鶴さんも会場で立ち話で
お話を聞いたのが最初でしたし、水野さんも削ろう会
で最初にお会いしたんですね。この写真は 6 月、与
板町でも越後打刃物職人祭というのと、全国削ろう会
に倣う形でミニ削ろう会というのをやっています。こ
れが、この回で９回目だったんですね。
水　野　はい。次が 10 回目。今年の 6 月の第２の土
日で日は決まっています。
久津輪　日は決まっているんですね。で、こういう大
鉋の削りの実演とかもやっていらっしゃいました。賑
やかそうに見えるんですけど、実は私達が調査に伺っ
た時は本当に暗い話しか聞こえてこなくて。
　この方は、鑿、鉋を作っていらっしゃる船津祐司さ
んで、屋号は舟弘さんです。舟弘さんがこの職人祭の
実行委員長でした。舟弘さんも 73 歳なので、「もう
弟子は取らない」と仰っていて。それから、小森さん、
左側が秀樹さんで、右が正樹さんですね。あと秀樹さ
んの奥様も一緒に 3 人でやっていらっしゃる鍛冶屋
さんなんですけど、こういう小鉋とか特殊な鉋の刃
は、ほとんどこの人が作ってると言っても良い状況で
すね。ですけど、この秀樹さんの方が去年の春ですか、
脳梗塞にかかって倒れられたんですね。ですから一部
の木工とか大工の人達の間では、小鉋がもうひょっと
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したら手に入らなくなるかもしれないという話が随分
聞こえてきたりしました。で、こちらもお弟子さんは
いらっしゃらないという事ですね。
　与板町というのは昔から聞く大工道具の産地なの
に、若い人が本当にいないんです。唯一と言っていい
のが、地域おこし協力隊で神奈川県から入って来られ
た 30 代の方で、今 3 年目になろうとしてるんですか
ね。だから、この人を除けばほとんど 60 歳代という
ような状況で、先ほどの打刃物職人祭の夜の打ち上げ
の時も、「ひょっとしたら来年はもうやれないかもし
れない」とか、「再来年は無理」とか。そういう話も
出ていましたね。
水　野　はい、そうですね。やっぱりね、若い人がい
ないって事はもう、元気がないって事がまず第一です
よね。例えば削ろう会をやったにしても、与板の鍛冶
屋だけでは成り立たないんですよね、もう。それで、
一応大工さん、あるいは鉋が好きな人っていうので、
越後与板木遊会っていう会がありまして、その人達頼
みで刃物祭が今できているって状態ですね。
久津輪　それは鍛冶屋さんと、あとお仕事とか趣味で
道具を使う、まあ、サークルみたいな。その人達が手
助けしているという事ですね。
水　野　だから、その人達が「もう辞めた」って言う
と、できない。
久津輪　水野さんご自身も今まではお弟子さんとか、
スタッフというか従業員さんとかを、今まで雇うおつ
もりは全く無かったと。
水　野　ええ、もう若い頃は忙しくて、そんな人を頼
んでどうこうする判断もできなかったし、で、ある程
度歳をとったらこう、教えても果たしてその子が一人
前に立てるのかっていうのがあって、「まあ、無理かな」
という話で、今回の話が出てくるまではもう全然考え
は無かったですね。
久津輪　そういう事で、私も 6 月ぐらいに水野さん
に伺った時は、明るい話は全く無くて。「ええ、無理だ」
みたいなお話だったんですけど、それが突然というか、
11 月ぐらいですかね、これがインターネットに上がっ
て、あと SNS で拡散されてきたんです。「500 年の伝
統をもつ「越後与板打刃物」の技術を後世に残したい！
〜後継者を発掘・育成し、継承〜」という事で、これ
ふるさと納税を活用したクラウドファンディングです
ね。ガバメントクラウドファンディングと呼ばれます
けれども、その制度でお金を集めるというのを始めら
れた。
水　野　はい。
久津輪　で、その受け入れ役が水野さん。

水　野　はい、そういう事です。
久津輪　ですね。１人目。
水　野　はい。
久津輪　また、どうしてそう受け入れる事にしたのか
という。
水　野　きっかけはですね、長岡クラフトフェアとい
うイベントがあって、私、その中の人達と結構仲が良
くて、その人達が与板（の後継者問題）をなんとかし
たいという話から始まって、どうにかならないかって
話を持ってきたんですけれども、もう全然やる気がな
かったんですよね。実際やろうとすると、まずお弟子
さんの給料、自分の仕事、考えるととてもやれるよう
な状態じゃない。今、自分 1 人で食えていますけれ
ども、弟子が入ってきたら仕事を半分に分けてまで食
えるかどうかも分からない。で、じゃあ、俺が辞めた
後には、今度与板に鍛冶屋さんがほとんど残らなく
なっている状態ですよね。そしたら今度、道具を作る
道具が入ってこなくなる。例えば、削るにしても、今
センで削っているような人はもうほとんどないじゃな
いですか。グラインダーとか砥石とかはもう外の人頼
みになって。今、与板は十何人もいるからそういう人
が回ってきて置いていってくれるけども、まずそうい
うのから心配になるって事で、弟子の話は全然考えも
しないっていう。
久津輪　なるほど。
水　野　だったんですけれども、クラフトフェアの人
は「どうしても残したいから頑張れ」ということで、
事務方は全部その人達がやってくれるということで、
一応（越後与板打刃物）組合にも話をして「受けませ
んか？」って話をしたんですけど、結局誰の手も上が
らず、「なら、連れてきたお前がやれば良い」という
事で、やるようになったということです。
久津輪　なるほど。ちょっと私の方からも補足させて
いただくと、長岡市には結構有名なクラフトフェアが
あって、水野さんはそこで削り体験で出店されていた
んですね。それで、主催者の方と仲良くされていたと
いう。そのクラフトフェアの主催者の方達は別に「ソ
ラヒト日和」という地域活性化のNPOもやっていらっ
しゃって、後継者のいない色々な地場産業の後継者を
見つけるプロジェクトをやっていこうということで、
一番最初はやっぱり与板の打刃物じゃないかと。で、
前からクラフトフェアに出ていただいていた水野さん
に声をかけたといういきさつなんだそうです。それで
お話をお聞きしていると、一番の課題が、後継者育成
の事業は教わる人に補助が出るパターンは多いけれど
も、教える人に補助が出るパターンが割と少なくて。
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水　野　そうそう。
久津輪　という事で、水野さんは自分の手を止めて教
える作業をしている間、収入が全く無くなってしまう
のをどう補填できるかという所で、今までは受けてこ
られなかったということで。
水　野　はい、はい。
久津輪　実は国の方の、先ほど土佐の鍛冶屋創生塾で
活用されていた伝統的工芸品の補助金では、教える側
にもお金が出る。実際土佐では出ているので、それを
NPO の人達が活用して、後継者育成をやったらどう
かと。ただ課題があって、伝統的工芸品、国の補助金
では設備は建てられないよという話だったんですね。
水　野　はい。
久津輪　水野さんがお弟子さんを受け入れるにあたっ
ても、例えば休憩スペースが少なくとも必要だろう、
家でやっているので。とか、あとは鉋を自分で作った
らそれを実際に削ってみてその完成具合を確かめるよ
うなスペースも必要だと。それを作るためのお金が国
の補助金では出ないので、そこの部分を県のふるさと
納税の仕組みを使って、お金を集めたらいいんじゃな
いですか、ということで取り組まれた、ということで
すよね。
水　野　はい。
久津輪　これ、11 月ぐらいから始めたと思うんです
けど、1 月の末ぐらいまでが期限だったのが、あっと
いう間に 100 万円突破して、12 月の末でもう終わっ
ちゃったんですよね。で、締め切りになってしまいま
した。これ、反応を見てどうでしたか？
水　野　いや、もう集まるだなんて思ってなかったん
ですよ。皆さん、そんな鍛冶屋に興味があったとして
も、お金を出してまで応援するようなもんじゃないの
かなあなんて勝手に思っていたのが、一応削ろう会の
力も借りまして、ネットに上げさせてもらったりして、

そしたら「なんか集まりが早いよ」とかいう話になっ
て。でも、年賀状に一応皆にお願いをしようという事
で、なんだ、あのぐじゃぐじゃぐじゃってしたマーク、
あれ何て言うんでしたかね？
久津輪　ああ、 QR コード！
水　野　年賀状にプリントして出してたら（年賀状が
届く前に）「いっぱいになったよ」って言われて、そ
れでもう、今回ここに来た人で出してもらった人もい
ると思うんですけども。で、出そうかなあって思って
いた人もいっぱいいて。
久津輪　これからね。
水　野　だから、その人に今日謝りに、ここでせねば
なあって思っています。
久津輪　ちなみにこのクラウドファンディング、お金
を寄付した方いらっしゃいますか？　この中に。お、
後ろにいらっしゃいます、お二人。僕もしました、は
い。でも、ね、これだけの期待を受けると、責任感じ
ちゃいますね。
水　野　そうですね。やんなきゃ良かったかなあと
思ったり。
久津輪　（笑）計画としては、5 年計画。
水　野　正直、今年 70 ですんで、もう 5 年もつかも
たないか。自分自身がですよ。だから 5 年の内にいっ
ちょーめー（一人前）にしないと、その人が旅立てね
えのかなと思って。普通鍛冶屋なんて 10 年経っても
いっちょーめーにはならないんだけれども、つきっき
りでやったら 5 年でなんとかなるんじゃないかって。
で、国の補助を受けようかって話になったんですけど。
久津輪　これから、募集、公募される訳ですよね？　
まさに土佐のように選考をして、という感じですかね。
水　野　はい。
久津輪　ガッツのある人を。
水　野　そう。一応国の予算を使うので、まだ出発を
してないんですよね。
久津輪　ああ、そうか。これから申請を。
水　野　4 月に予算がついて初めて出発できるとい
う。
久津輪　もしそれが決まれば、5 年はつきっきりでや
るつもりでいらっしゃると。
水　野　そういう条件なんで。もう、クラフトフェア
の人にもそう言われてるんで。まあね、家が与板にあ
るんで逃げても余裕は無いんで、頑張るしかないかな
と。
久津輪　多分、全国の木工家、大工の人が注目してい
ると思いますので。ぜひ、頑張っていただきたいと思
います。ありがとうございます。
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久津輪　では続きまして、今度はもう１つの鉋、鑿
の産地の兵庫県の三木の千代鶴さんとちょっとお話
をしていきたいと思います。三木は「播州三木打刃物」
ですね。
千代鶴　はい、そうです。
久津輪　で、鋸と鑿と鉋と鏝

こて

、左官屋さんが使うや
つですね、鏝。それと小刀が伝統的工芸品に指定さ
れているということです。これも（三木工業協同）
組合の方に確認して、最新の数字を教えていただい
たんですけども、それぞれこのように部会がありま
して、鋸部会で 25、鑿で 15、鉋で 4、小刀で 9、鏝
部会で 21 と。で、その他に鉋台屋さんが 2 軒、鑿
とか鋸の柄が 10 軒。ただ、右の方に「（鍛冶屋）」と
書いてあるのは、三木にはすごく工業的に作ってい
るメーカーもあるので、「いわゆる鍛冶屋的なお仕事
をしているという所は何軒ですか」とお聞きしたら、
大体これくらいの数かなという風に仰っていただき
ました。大体間違ってないですかね？
千代鶴　はい、そうですね。あとは、組合に所属し
てない鍛冶屋さんもいらっしゃるので、もう少し増
えるかなと。
久津輪　ああ、そうですよね。この時も、刃物祭み
たいな所に行ってまとめてお話を聞いて来たんです
けれども、お会いして来た方をざっとご紹介すると、
魚住さんですね。ここは常三郎っていう会社ですね。
常三郎っていう銘柄で出されています。ここは、職
人さん何人かいらっしゃいますよね。若い人が２人
くらいかな？
千代鶴　そうですね、若い人が今は…。そうですね、
2 人。
久津輪　海外にも出されていているというお話を聞
きました。あと、内橋圭介さん。内橋さんは正確に
は三木市ではなく西脇市ですが。
千代鶴　組合の中に入っています。
久津輪　千代鶴さんと同世代。
千代鶴　そうですね。
久津輪　ですね。山本芳博さんと健介さん。こちら、
親子でやってらっしゃって、健介さんもやっぱり同
世代。
千代鶴　一緒ですね。
久津輪　あと、大内さん。鑿の鍛冶屋さん。
　それで、高橋資さん。高昇鑿という屋号で。
　あと、こういう量産で鑿とか彫刻刀とかを作って

Panel

Discussion

パネルディスカッション
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らっしゃるメーカーさんもあって、こちらの長池康彰
さんは社長さんの息子さんですかね、お話を伺ったの
は。あと、鉋の台屋さんの堀場敏宣さんにもお話を伺っ
てきました。
　で、千代鶴さんなんですけど、これもウェブサイト
からお借りした動画があるので、ちょっとまずそれを
見ていただいて、それからお話を伺っていこうと思い
ますが。

（動画上映）

久津輪　はい、という事で、これはウェブサイトに上
がっている動画をちょっとお借りしてご覧いただきま
した。まず、千代鶴さんの、ご自身の修行体験からお
伺いしていきたいんですけど、実は元々ご出身がすぐ
この近くという。
千代鶴　はい、すぐそこです。
久津輪　武儀郡武儀町で良かったですか？
千代鶴　はい、そうですね。
久津輪　現在の関市ですから、本当にお隣ですね。で、
ご実家も別に鍛冶屋さんではなかったんですね。
千代鶴　もう普通に公務員です。
久津輪　公務員。
千代鶴　で、家が自営業で、駄菓子屋さんとかやって
ました。
久津輪　ああ、そうなんですか、駄菓子屋さん？
千代鶴　まあ、コンビニの昔版みたいな。タバコ売っ
たり、電球売ったりと。
久津輪　で、東京の大学で彫刻をやられていた。
千代鶴　はい。
久津輪　そもそもなぜ、彫刻に進まれたんですか？
千代鶴　ずっと物作りが好きだったので。父親もそう
ですし、お祖父さん、お祖母さんも。で、先祖を辿っ
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ていくと大工さんだったんですけど、まあ何かしら手
で触って作ってるのが好きな一家だったみたいで。で、
何か作りたいなというのがずっとあったんです。
久津輪　で、彫刻をおやりになっているうちに鍛冶屋
さんの方に興味が動いたという事ですか？
千代鶴　正確には、中学校の卒業の時と高校の卒業の
時に「大工になりたい」ってずっと親に言ってたんで
す。で、隣近所が製材所とか大工さんとかがいたので、
その影響も強かったと思うんですけど。「ま、一回考
えろ」と。高校の時も「もう一回行ってから考えたら
どない？」って言われて、でもやりたいのは大工なの
に、経済学部とか法学部とか、まあ勉強もできないん
ですけど、そういう方向に進む理由も全くなかったの
で。じゃあ、作る仕事、作る事に関係する仕事で何か
やりたいなというので美術を選んで。これだったら、
なんか先どうにかなるかな、と思いながら、そっち方
面で。で、やっぱり手応えで物を作りたかったんで、
デザインとかじゃなくて、彫刻、立体造形をやりたい
というので進みました。
久津輪　で、そこから鍛冶屋にはどのように？
千代鶴　ええ、彫刻ではまず食べていけないというこ
とは分かっていたので、それで職業にしようとは思っ
ていなかったんですけど、石を彫ったり、木を彫った
り、粘土で塑像したりとかをしながら、木で彫る時は
鑿を使ったり、鋸を使ったり、そういう手入れで目立
てをしたりとかを全部やってきたりして。で、それに
関係する金属工芸の科が横にあったんですよ。彫刻の
先生とは馬が合わなくてずっと喧嘩ばかりだったの
で、金属工芸の方に逃げて、ずっと先生とお酒飲んで
やってたんですけど。で、そこに千代鶴貞秀とか千代
鶴是秀とかの本があって、「あ、こんなすごい人達も
いるんだなあ」って。鍛冶屋さん、まあ自分で鑿とか
も新潟で買ったりとかしていたので、まだこういう人
はおそらくいるんだろうけど、こういうすごい世界が

あるんだなあと知って。で、物を作るなら、なんてい
うのかな、自己満足で終わるより人の評価を得られる
仕事の方が、いいんじゃないかと思って、それで鍛冶
屋の世界というか、その方に行けたら良いなというつ
もりで。
久津輪　千代鶴といえば本当に、木工とか大工の仕事
に関わる人にとっては最も有名な鉋の鍛冶屋さんと
言っても良いと思うんですけど、どのように門を叩い
たんですか、最初？
千代鶴　最初は本で読んだので、既に死んだ人だと
思っていたんです。あの、この世にはいない世界で、
本だけのおとぎ話で、「この地方にかつていました」
というぐらいのイメージでいたんですね。本当に漠然
と、なれたら良いなっていう気持ちだけだったんで、
何かしら鍛冶屋じゃなくて物作りの世界にどっか行け
れば、最終的には良かったのかもしれないですけど。
お金を貯めて産地をうろうろして、たまたま新潟の与
板に着いた時に、「三木で鍛冶屋さんがいて千代鶴さ
んっていう有名な人もいるから会いに行ったら？」と
いう感じに言われて、「あ、本当にあるんや」と思っ
て。それで行こうと思って行ったら、まあすぐ会える
訳ではなかったので、いきなり他人の家に「こんにち
は、見せてください」とはちょっと失礼かなと思って、
行く先々で電話でアポ取ってから全部行ってたんです
けど。三木には月１回古式鍛錬というのがあって、そ
の職人さんたちが集まって昔のやり方で鋸なり鉋なり
実際に作るのを毎月やっていたんです。それを見て、
どこか職人さんと仲良くなってちょっと家に行ければ
なあという感じで行っていた中で、組合の方にたまた
ま寄ってみて、「こうこうこうなんです」って気持ち
だけをとりあえず言ったら、工芸士会というところで
議題に上げてみますと言ってくださって。それから
ちょっとしてから、「会いたい、話を聞きたい人がいる」
ということで、それで一番最初に会ったのが今の二代

www.chiyozurusadahide.jp/
千代鶴貞秀の Web サイトより
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目です。
久津輪　当時の千代鶴さんと言うと、正に今の水野さ
んの立場というか、お一人でやってらっしゃって、後
継者がなかったのを弟子として受け入れることにされ
た？
千代鶴　いや、弟子は何人か受け入れていたことは
あったんですけど、なかなか上手くいかなかった時期
で。で、ちょうどいない時期に私が話を聞くことになっ
たんです。本当にたまたま、ですね。
久津輪　たまたま（笑）
千代鶴　はい。たまたま空いていて。弟子入り、いろ
んな所でできるけど、千代鶴って名前をもう知ってた
んで、ここで考えようとかではなくて、とりあえず入
るという選択をしなかったらあと他にどこ行けば良い
んだという気持ちがあって。で、チャンスがあるなら
今もう動こうって、「できますか？」と話をその日に
切り出しました。
久津輪　もうその日に？
千代鶴　はい。
久津輪　実際にお弟子さんとしての教わり方というの
は、今土佐でやってらっしゃる方達とか、これからや
られる水野さんの参考にもなると思うんですけど、実
際に二代目の千代鶴さんの教え方というのは一体どう
いうやり方でしたか？
千代鶴　最初の 3 ヶ月は「見ろ」と言われて、ひた
すら見ました。もう本当にこれぐらいの距離、鼻息が
かかるぐらいの所で、「うるさい」と言われるぐらい
の所まで寄って。それで 3 ヶ月間ずっと見てからやっ
と「研磨仕事をしろ」って。で、研磨仕事をひたすら
何年かずっとやって、そのうち、「火使う練習をしと
けよ」と言われて、火を使う練習、火は製品に仕上げ
るまで３回は使うんですけど、その中間作業の火を使
う練習をして。で、そこからとんとんとんと、焼き入
れと鍛造、最後と最初を覚えていく感じで。で、大体
覚えきったら 10 年ぐらいはあっという間に過ぎてい
ました。
久津輪　覚えきるのに 10 年ぐらい？
千代鶴　「これやる意味ってなんやろ？」とかが分か
らないままずうっといくので大体 3 年ぐらいあっと
いう間に過ぎて。で、「こうしないと、こうならない」っ
て前後が繋がってくるのに 3 年目以降、で、5 年ぐら
い経ってきたらやっと何かこう、自分でコントロール
が効くようになってきて。本当は高知（の鍛冶屋創生
塾）みたいに 2 ヶ月ぐらいぶっ通しでやれば覚えら
れるかもしれないんですけど、その時その時の作業の
中でずっとついていたので、任されるというか根を詰

めてぐっと凝縮してできる時期ではなかったっていう
のもあって、それぐらいの時間は経ってしまったんで
すけど。結局、そんな感じで 10 年ぐらいで一通りや
りました。
久津輪　もうその間、基本的にこう言葉で補足すると
かそういう感じではなく、「見て盗め」というような
感じなんですか？
千代鶴　「この形にしろ」って言われるんです（笑）。
そのプロセスは所々で叩く回数とか音が違うとか、こ
の姿勢じゃないとかというのは言われるんですけど。

「こうやで」という感じではなく、ここは見せて覚えろ、
見て覚えろ、という感じで。
久津輪　そういう教育のスタイルというのは、苦痛に
感じたりすることはなかったですか？
千代鶴　私がたまたま、その師匠のやり方にタイプと
して合っていたのかなっていう気はあります。美術や
る時でも模写とか同じ絵を真似して描くとかあるんで
すけど、そういう作業と全く一緒で、真似するために
はどういう筆使いをしないとこのタッチが引けないと
か、どのぐらいの勢いでやらないとこれが出ないとか、
そんなこと考えるんですけど、それとほぼ一緒でした。
なので、音聞いて、この音が出れば正解、叩く回数も
一応こう数えて、この回数でこの面積を叩ければ良い
んだなというのは、その都度見て覚えるとか音で聞い
て覚えるとか、仕上がりの形でどの部分が当たってい
るのかとかは、そういった細かい修正をしていく感じ
で覚えていきました。
久津輪　その一通り学ぶのに 10 年というのは、振り
返ってご自分としてはどう思いますか？　やっぱり、
長いなと思うか、それとも、当然これくらいかかるな
と思うか。
千代鶴　正直ちょっと長かったかなという気もするん
ですけど。製品を作るのは、まあそんなに時間をかけ
なくてもできると思うんですけど、そこにくっついて
くるいろんな精神的なものとか、どういう物を作りた
いかとか、いろんなことを考えるとそれぐらいは必要
なのかな、とも思ったりします。ただ、私はあんまり
その辺、なんていうのかな、センスがない方で時間が
かかっただけで、おそらく他の人がすれば早くなって
いたかもしれないですね。
久津輪　お師匠さんが教えたこと以外にも敢えて色々
試してみたと仰っていましたよね？
千代鶴　ああ、そうですね。
久津輪　それは何故ですか。
千代鶴　「これはするな」とかは良く言われていたん
ですけど、自分なりにしないようにとずっと考えて
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やっていた時期もあったんですが、やらずにこのまま
ずっといったら、例えば師匠が死んだ時に、次に自分
が繋げる、繋げていこうと思ったら、なんでダメだっ
たのかを考えないと、師匠から 100 のことの要素と
して 30 を教えてもらってたら、その 30 が自分にとっ
ての 100 になってしまうんで。それが次の世代に教
えた時に、30 の内の 5 になってしまったら次の子は
一体何を基準に・・・今まで私達が泥の選定とか材料
の良し悪しとかを決めていた基準が分からなくなって
しまうというのが怖くて。ダメって言われることを、
とりあえずこっそり全部一通り失敗して。で、こっそ
りを見せない様に、全部隠して（笑）、やってました。
久津輪　お師匠さんが帰った後とか、お休みの日とか。
千代鶴　そうですね。あ、休みの日はするとバレるん
で（笑）。「この仕事やっとけよ」と言われる時に、ま
あ、これはあまり言わない方が良いんですけど、でき
る仕事をゆっくりしている時間が、ぎゅっと凝縮して
早くできる仕事があればぎゅっとやってしまって、空
いた時間にすかさずやるっていう（笑）。なかなかそ
こまで技術的にね、手が動かないのでほんのちょっと
しか時間は空かないんですけど、その間にいかにやる
か。で、原状回復しておいて師匠に分からない様にし
て、という。
久津輪　やっぱり一対一の関係だから、気兼ねしてバ
レない様に気を遣いながらという。
千代鶴　うーん、まあ、バレた時もあるんですけど。
背後に立ってたっていう恐ろしい事があったんですけ
ど（笑）。そうです、なるべく仕事をした上で、仕事
して空いた時間。だから、仕事する前に好きなことす
るんじゃなくて、課せられた仕事をまず果たし切って
から、次の仕事までこれだけ空いてるっていう時間を
作ってちゃんと「この時間ならいいでしょ」と言える
時間を作ってから、それをやるという。

久津輪　ちなみにその 10 年間の修行期間中は収入的
にはどうされていたんですか？　ちゃんとお給料が支
払われていたという感じ？
千代鶴　一応お給料はいただいていました。まあ、で
も一般の方がいただく給料では全くなく、最初３万と
か。まあ、私はそれで納得してたんですけど。仕事で
きないのにお金もらってもしょうがないので。僕の方
が足引っ張っている方になるんで、それはいただけな
いなと思って。で、住み込みで電気代とかも全部払っ
てもらっていて、家とか住む場所もいただいた上での、
完全な食費だけ。で、ご飯もよく呼んでもらって食べ
てたりしたんで。
久津輪　じゃあ、もう完全な内弟子という。
千代鶴　内弟子で。
久津輪　伝統的なやり方ですね。水野さん、参考にな
るか分かりませんが（笑）。
千代鶴　このやり方、しない方が（笑）良いのかもし
れない。たまたま私は「そういうもんだ」と思って、
はい、やっていたので。
久津輪　貞秀を襲名されたのは去年の…。
千代鶴　2 月。
久津輪　2 月ですね。それはもう、修行期間が明けた
ことを表明されたという。
千代鶴　そうですね。次の世代に繋ぐための技術は
持ってますよということを認めてもらった。
久津輪　そうやって鉋づくりのお仕事をされていらっ
しゃる傍で、ちょっと毛色の変わった活動もされてい
るそうなので、それもご覧いただこうと思います。こ
れです、これは一体なんでしょうか？
千代鶴　私が個人的に日本酒が好きで、よく飲んでい
るんですけど、日本酒を飲む時に器を作る工芸品の産
地がすごくたくさんあるので、そこで知り合っていっ
た若い方とか、「この人に作ってもらいたいなあ」と
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いう方に次々お願いをして、「好きなのを作ってくだ
さい」と言って作ってもらったぐい呑を置く棚です。
この棚も江戸指物に、秩父銘仙っていう埼玉の背後に
丸い水玉模様のある布なんですけど、銘仙の布を張り、
取り替えできるんです。金具を福岡県の八女福島の仏
壇の金具職人さんに作ってもらい、真ん中の、左から
２番目の所にちょっと分厚いのが入っているんですけ
ど、そこへ東京の手描き友禅の作家さんのデザインし
たものを入れ、取り出しできる様な形で屏風を作って
もらって、屏風の仕立てを、これも東京の江戸表具の
職人さんに。まあ皆で、私が声をかけて「こういうデ
ザインで作りたいんです」というので、お願いして作っ
てもらいました。
久津輪　それをなぜ刃物鍛冶である千代鶴さんが中心
的な役割を果たしてお作りになったのかという。
千代鶴　まず、伝統的工芸品の産地が今 230 品目以
上あるんですけど、その中で他の工芸品はその物単体
でこうお客さんと触れ合う、ユーザーさんと触れ合う
というものなんですけど、この打刃物系の道具に関し
てはそれを加工する職人さんがユーザーで、私達の姿
はほとんど一般には見えない立場で。どちらかという
と裏方という様なイメージであまり光が当たらない所
なんです。私達の打刃物産地がこれから先を考えて
いった時に、他の産地で刃物を使うっていう職業がほ
とんどだったんです。で、その人達が表に立っていく
ことで自分の方に光が当たってくれるというか。なん
ていうのかな、先憂後楽というか、最初に私達じゃな
くユーザーさん、というか、木工関係とかそういう人
達が活躍してくれることで自分の方に光が当たって欲
しいなという、そんな思いで始めたというプロジェク
トだったんですけど。
久津輪　新しい世代の鍛冶屋さんとして新しい需要づ
くりというか、新しい方向性を模索する 1 つの試み
みたいな。
千代鶴　そうですね。このコラボレーションするプ
ロジェクト自体が、本当は一人で二人、一人の産地
プロデューサーさんとかが二人の職人さんを合わせ
てするっていうことしかできなかったんですけど、も
うちょっとこういう光の当て方もあるんじゃないかと
思って、5 人ぐらいでやって。職人さんの気持ちを汲
んでできるんじゃないかと思ったんです。本当はこの
指物の仕立てにうちの鉋を使ってもらうつもりだった
んですけど、そこまで間に合わず。それを含めて、刃
物職人がプロデュースするということをちょっと知っ
てもらいたかったというか。木工でやる、私がプロ
デュースすることによって、こういう世界に光が当

たって欲しいというメッセージも込めていたというの
はあります。
久津輪　やっぱり大学で美術とか彫刻をやられていた
という経歴もある千代鶴さんならではの、すごくユ
ニークな活動かなと思いましたけど。プロデューサー
的にも動ける。
千代鶴　例えばその、刃物産地とかさっきの欲しいも
のを、江崎さんみたいにお互いの交流する場が無いと
か、「これが無いんだけど、どうしたら良い？」って
いうのがあった時に、問屋さんとか業者さんが動いて
もらうという状況がとても要るんですけど、なかなか
それがこう、世代交代もあって、「こういう物が欲しい」
という伝言ゲームになっていくと最終的に辿り着いた
ら違うものが出てきたという、そういうパターンがど
うしても生まれちゃうんですよね。それを誰かが取り
次がないといけないっていう時に、まあ、自分で動く
のは一番ダメージが大きいというか、動いてしまった
ら作れないんで。
久津輪　そうですよね。
千代鶴　そこが一番苦しいところなんですけど。でも、
例えばそこで動けば、「じゃあ、なんであいつが動か
なきゃいけないんだ」って思ってくれる人がいるかも
しれない、とか、そういう可能性にかけているってい
うのはあります。
久津輪　これをきっかけに新たにまた、人の集まりが
できて、っていう機会もある。
千代鶴　そうですね。
久津輪　これはどう？
千代鶴　これは、鰻の蒲焼きに見える鰻裂き包丁なん
ですけど。これは遊びというか、あれですね、打刃物っ
て、さっき言った裏方的なことだけではなくて、少し
表に立てるようなこともやっておきたいということ
で。その中で実際これが蒲焼きだと思って目を引く・・・

千代鶴貞秀さん（中央）
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目を引いてくれなかったんですけど。これが刃物だと
気付く前に通り過ぎる人の方が多くて。
久津輪　（笑）
千代鶴　「なんで蒲焼きがこんな所にあるんや？」っ
ていう。
久津輪　遠目で見るとなかなか刃物には見えないって
いう。
千代鶴　箸まで置くと、なんか蒲焼きにしか見えなく
なって。
久津輪　（笑）
千代鶴　これも、このお皿は愛知県の赤津焼という焼
き物の人との共同製作ということで一緒にやったんで
すけど。工芸品であるんだったら自分が美術作家的要
素があっても良いんじゃないかっていう気持ちでやっ
ていることです。
久津輪　千代鶴さんはまだ襲名されたばかりですけ
ど、三木の産地全体として後継者を育てたり、技術を
繋いでいくという点ではどの様な感じですか？
千代鶴　産地としてですか？
久津輪　三木全体では具体的に何か取り組みは、そこ
までは無いんでしょうか？
千代鶴　欲しいとは思っていますし、手仕事でやって
いる鍛冶屋さんが（後継者を）欲しがっている状況は、
今一息ついてしまっている様な。息子さんが事業を引
き継いでやっている。で、年配の方はもう引退するか
ら取ろうとは思っていない。もう 80 歳とかになって
しまっているので。という、一旦ひと段落ついてしまっ
た印象があります。
久津輪　なるほど。
千代鶴　で、人数が多い所とかはやっぱり作り手が欲
しいので、そういう所が募集をしているような感じで
すね。もうあと 10 年ぐらいするとまた次の世代を欲
しがる時期が来ると思うんですけど。これからその
10 年の間で無くなる所がすごく増える感じです。
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久津輪　じゃあ、ここまでの話を踏まえて、川上さ
んから作る側の方に何か。
川　上　本当に僕、さっきも言いましたけど、自分
の思ったものが作れなかったとか、欲しい刃物を作
りたいんだけど、どうしたら良いか分からない。今
も仰っていましたけど、もう少し使い手と作り手の
方が直に繋がってみたり、問屋さんとのコミュニケー
ションが上手くいくようなものを今後もっと作って
いきたいなと思いますし、まだまだ僕としては頑張っ
てもらいたい気持ちがいっぱいですね。
久津輪　水野さん、何か…。今日、木工家の方達も
たくさんいらっしゃっていて、水野さんの鉋を使っ
ておられる方もいらっしゃるんですけど。大工さん
もいらっしゃいます。使い手の方達に何か聞きたい、
もしくは仰りたいことがあれば。
水　野　使いやすいっていうのが作りやすいってこ
とじゃ無いんですよね。結局それも、皆さん仰った
ように直接聞かないと分からない。ということで、
さっき削ろう会の話が出ましたけれども、そこへ行
くと本当に大工さん、あと素人の好きな人がたくさ
んいるので、直接言ってもらえる。ということで、
大人にさせてもらったし、まあ大人っていうのもあ
れだけど、勉強もいっぱいさせてもらった場所なん
で、もっともっと削ろう会みたいな会がそこら中に
できればなあ、とは思ってますけどね。そして、呼
んでもらえたら遊びに行こうかなあとは思ってます
ね。
久津輪　やっぱり水野さんご自身にとっても削ろう
会の場というのはすごく大きかったんですね。
水　野　ええ、もう本当に削ろう会がなかったら、
鉋鍛冶ではもういなかったと思います。
久津輪　いなかった？
水　野　はい。
久津輪　辞めていた？
水　野　はい。
久津輪　千代鶴さんも何か最後全体にありますか？
千代鶴　手仕事で作っている鍛冶屋さんはおそらく、
前向きな所は本当にお客さんの声を聞いて、そこに
合わせていきたいと思っている人がまだまだいます
ので、削ろう会とか三木とかでもイベントがありま
すけど、そういう所へ来てくださって、「こうしたい」
と言ってくだされば。まあ、うちだけかもしれない
ですけど、通常作っているのは定番の形で、「ここ、

こうしたい」っていう気持ちは、形があれば、やっぱ
りそこに応えてあげるのが、こういう１個１個作って
いる仕事ならではだと思うので。そういう所をあまり
遠慮せずに、言ってきてもらえたらなあと思います。

質疑応答
久津輪　はい、ありがとうございます。大分時間も迫っ
てきたんですけれども、会場の皆さんからお三方に何
か質問はいかがでしょうか？
会場から 僕も木を扱う仕事をしているんですけど、
川上さんにお伺いしたいんですが、お客さんに木の良
さを説明する、そうなる様に繋げるということだった
んですけど、どんな説明というか、どんな言葉で上手
く届いた、という経験とか…。
川　上　それをまさしく、僕も探している状態ですね。
会場から 現在も？
川　上　現在進行形なんです。本当に、これ聞きたい
ぐらいで、今回集まった皆さんもこういうものに興味
があって見に来てみえると思うんですけど、じゃあ実
際僕が、千代鶴さんが、家を建てる時にこういう道具
を使って、江崎さんが倒したような木を使って家を実
際に建ててみたいかなっていうのも聞いてみたいです
し、どういう届け方をした時にどういう反応をしても
らえるかっていうのを、今まさしく悩んで。いろんな
言い方をしたり、いろんな伝え方を考えている途中な
のでなんとも、すみません、答えが出ない所なんです
けど。
会場から 自己ベストだと？
川　上　自己ベストですか？ 自己ベストはですね、
槍鉋を使って、住宅の階段なんですけども、階段を全
部槍鉋で仕上げさせてもらって。
会場から 踏み板を？
川　上　はい、踏み板ですね。で、これを素足で上っ
てもらうと。で、足の裏でこの窪みを感じてもらいな
がら、槍鉋の溝が滑り止めになっていると。で、使わ
れている材料は地松を使わせてもらったんですけど、
この階段を上り下りすればするほど経年変化でこの槍
鉋の窪みの跡と、木の質感ですよね、こう良い具合に
なっていきますよっていう説明をした時に、本当に施
主さんが素足で上っていって「これは良いわ」って言っ
てもらった時が一番感覚が良かったですね。
久津輪　他、よろしいですか？　私の方から何人かお
聞きしてみたい方がいるんですけど、川上さんと同じ
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様に調査をさせていただいた大工さんで、郡上の兼定
さんがいらっしゃっているので、今日のご感想とか、
何か伝統技術についてのご意見とか伺えればと思うん
ですけど。
会場から 郡上で大工をやっています兼定と申します。
私も無垢の木を使った仕事を主にやっていまして、無
垢の木を加工したり、取り付けるには手道具が必ず必
要ですので、手道具もよく使います。その中でも鉋と
いうのはものすごく、私、昔から興味がありまして、
削ろう会も何度も参加させていただいているんですけ
ど。もしお伺いするとしたら、私ら大工からすると鉋っ
てもう切れ味、切れ味がどうなんだっていう。まあ鑿
もそうなんですけど。その切れ味に一番こう影響して
くるというか、これは何だと思われますか？　技術的
もあるんですけど、そう、精神的な…。どっちかとい
うと僕は自分で仕事をする時は精神的な気持ちの方が
大事なんじゃないかなんて、そういう事も思ったりす
るんですけど。何か、今までとか日常仕事される中で
どういうことを思って刃物を打っているのかというの
をお伺いできれば。
水　野　俺の場合は、伝統工芸品を作るというよりも
道具を作る鍛冶屋でいたいと思っていますので、とに
かくこの世から消えて欲しいんですよね。いっぱい有
名な人の鉋残ってますけども、そういう鉋じゃなくて、
もうちびてどうにもならななくなって、もう捨てるよ
うな鉋を作りたいとずっと。うちの親父もそう言って
たし、これからも絶対無くなる道具を作りたいと思っ
てます。
千代鶴　使ってもらう、使っていただく上ではやっぱ
りここぞって時に手に取ってもらいたいなという気持
ちはあります。作る時は自分の子供を育てるような感
じで作って。さっきも少し言いましたけど、叩く回数
とか、曲がり代とか、火に入れる時の入れ方、「この
温度だったら痛がるな」とか、「ここがちょうど今居
心地良さそうにしてるな」とかいうのを、色の変化と
かで感じながらやっています。こういう被せ方した方
が良いかなとか、布団を被せるように意識した方が良
いかなとか、お風呂に入れる、まぁアチアチなんです
けど（笑）。鉄にとっての良い、ちょうど良い所って
いうのを探しながら。で、待つ時とか、こうやってる
時も「この子には良い」って思いながら、作ってます。
久津輪　今日、会場に鍛冶屋さんのことをずっと取材
されていて、BE-PAL での連載や日本鍛冶紀行などの
著書もある、かくまつとむさんがいらっしゃってるん
で、かくまさん、是非ちょっとお話を、ご意見ご感想、
質問でも結構です。

会場から かくまつとむと申します。半分取材で、半
分興味、個人的な興味で伺っているので。すごく置か
れている現状はですね、私が 15 年ぐらい前から後継
者がいない鍛冶屋さんばかり取材してきたものですか
ら、近年世代交代ができた所は残る、ずっと残り勝ち
だと言ってきたんですけど、そういう傾向があったり。
あと、いろんな社会の情報の流れが変わってきて、あ
と制度ですよね、支援制度があって、若い職人、鍛冶
職人が増えてきてるなという印象があって。今日それ
を正に実感できた所です。これは逆に久津輪さんへの
質問なんですけど、あるいは会場の皆さんへの質問で
もあるんですが、今日浮かび上がった課題としてはコ
ミュニケーションの場がもっと必要だと。作り手、使
い手、あとはもうちょっとしたら第三者ともコミット
してくる環境が必要なのかな、と思って。第三者。つ
まり西山さんが仰った様に遊びで刃物が好きな人とか
ね、趣味で。こういう場をですね、ひょっとしたら今
日がキックオフなのかもしれないし、久津輪さんは今
後どういう形でですね、これを岐阜から広めていった
らいけそうだと思いますか？
久津輪　そうですね、私も今年この調査を始めたばか
りなので、全く偉そうなことを言えないんですけど、
やっぱりこの調査をしていく中で本当に 1 つの理想
だなと思ったのは「削ろう会」の場なんですね。そこ
では本当に作り手と使い手が、対面で話ができて、し
かも切磋琢磨ができて、技術が向上していくという。
やっぱりああいう場を、あれは大工さんとか鉋に特化
した所なんですけど、楽しみながらやるということを
もっといろんな場でやっていければ良いのかなと思っ
ています。で、ちょっと宣伝めいちゃうんですけど、私、
グリーンウッドワークという生木の木工の活動をやっ
てるんですね。生の木を斧などではつって、それをナ
イフで削って、スプーンを作ったり、お皿を作った
り、椅子を作ったりという木工の普及活動をやってい
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ます。海外では先に火がついて、ブームになって、今
ものすごい数の人が斧とかナイフでスプーンづくりを
やっているんですよ、世界中で。それを日本でも紹介
しているんです。海外でそういう木工にはまっちゃっ
た人達というのは、ものすごく質の高い斧とかナイフ
を欲しがるんですね。最初は普及品から始めるんです
よ。工場で作られている、2 〜 3000 円のナイフ。こ
れは私が書いた本なんですけど、表紙に写っているの
はスウェーデンの大規模工場で作られた 3000 円ぐら
いのナイフなんですけど、これで始めてはまった人は
もう 10,000 円ぐらいの刃物を鍛冶屋さんに発注した
りするんですね。
　斧もそうで、人気のある鍛冶屋さんなんかはもう半
年待ち、1 年待ちというほどの需要があったりもする
と聞いています。で、この写真の右側の斧は実は、今
日パネラーとしても来ていただいた高知の西山商会さ
んに仲介していただいて、先程、式年遷宮の斧を作っ
ている鍛冶屋さんですとご紹介した 84 歳の浜田芳彦
さんに打っていただいた斧身に、私がデザインした柄
をつけて、趣味の木工用として販売を始めているもの
なんですね。
　だから私は、これから手道具を生かしていく場所と
しては、ひとつはトップレベルの文化財や伝統建築み
たいな所など、文化として国の税金を使って公的な力
で残すという所ですよね。一般の住宅建築や家具製作
など、産業としてはどうしてもやっぱりスピードが重
視されてしまうのであまり手道具は使っていられない
けども、もう一つ、趣味としてあるいは教育として、
こういうものを楽しむ、それから学ぶという所で生き
てくるんじゃないかなと思っています。だから、そこ
にたくさんの人が入りやすいように、そのためには使
いやすい刃物が必要だし、ここにあるような本とかビ
デオなどのソフトウェアも必要だし、いろんな取り組
みが求められるんじゃないかな、という気がします。
　もう 1 つ、写真を用意しているのをお見せしたい
んですけど、これ、削ろう会 USA の写真です。私は
去年、木造船フェスティバルという、木の船ばかりが
集まって、それを展示公開するイベントをシアトル
郊外で毎年やっていて、そこに参加してきたのです。
300 隻ぐらい集まるのかな。で、そこの会場で削ろう
会 USA の方達が鉋削りの実演をしていたんですよ。
ものすごくレベルが高いです。削ろう会は海外にも支
部があって、アメリカでもすごく活発に活動されてい
る。
　この左側の法被を着ている人はアンドリュー・ハン
ター (Andrew Hunter) さんって言うんですけど、こ

の人、雑誌に記事まで書いてるんですね。これ、アメ
リカの一番クオリティーが高いと言われているファイ
ンウッドワーキングという雑誌なんですけど、そこに
日本の鉋の仕立て方、研ぎ方、使い方の特集記事が載っ
て い ま し た（Get to Know Japanese Handplanes, 
Fine Woodworking March/April 2017）。
　先程、お料理包丁などがすごい勢いで海外でも売ら
れているという話が出ましたけど、木工の世界でも同
様で、日本の工芸ってすごくレベルが高い、その道具
もレベルが高いということで、やっぱり相当注目を集
めているんですね。産業が進んでくればくるほど、あ
とものづくりがグローバル化すればするほど、手仕事
に目が行くし、ローカルな物に目が行くんじゃないか
なと。まあ期待も込めて思っているんですけど、そう
いう時に日本の物ってやっぱり世界に誇れるものだと
思っているので、グリーンウッドワークが海外でブー
ムになったから、それを全部輸入してきて海外の刃物
で楽しむ、ではなくて、日本製の良い刃物を開発して、
逆に海外に売り込むぐらいのつもりでやりたいなとい
うことを、私としては思い、活動しています。かくま
さん、答えになってるでしょうか？
会場から ありがとうございました。
久津輪　ごめんなさい、あとお一方だけお聞きした
かったんですけど、水品さん、良いですか？ この調
査をしていてやっぱり大切だと思ったのは、削ろう会
みたいな繋ぐ場もそうなんですけど、道具を売る人、
問屋さんや小売店の人達がいかに作り手の方の情報を
きちんと使う人に届けられるかとか、使う人の情報を
逆に届けられるかという所だと思ったんですね。で、
その活動をまさにやっていらっしゃる、与板の刃物商
の水品和春さん、ご感想ご意見をお聞かせください。
会場から これだけ、第１回目にしてこれだけの方が
ね、集まられるのはやっぱりすごいことだと思ってい
ます。鍛冶屋さん、鍛冶フェスですよね、うーん。い
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やいや、私、言いたいのはね、道具を使って物を作っ
てくださる方々が、この鍛冶屋さんの世界にすごく興
味を持ってくださってるんですよ。応援してくださる。
あのクラウドファンディングがね、本当に 12 月の 9
日にスタートして、12 月の 24 日かな、の時点で満
額オーバーしちゃったんです。それくらい鍛冶屋の世
界を考えてくださる方がいっぱいおられるんだなっ
て、日本は良い国だなってつくづく思いました。素晴
らしい方がいっぱい揃っておられるなって思ってね。
本当に、喜んでます。今、久津輪さんが仰ったよう
に、私は産地で刃物の商いをさせてもらってます。で
すから、鍛冶職とユーザーさんとをどれだけ短く繋げ
るかって言うね、ユーザーさんの声を鍛冶屋さんに届
ける、鍛冶屋さんの意見をユーザーさんに伝える、そ
れすごく大事だなと思って、私やっているつもりです。
もし文句があったらまた言ってください。よろしくお
願いします。今日は本当にありがとうございました。
久津輪　はい、ありがとうございます。その他、皆さ
んご意見いかがでしょうか？　よろしかったですか？
　では、時間になりましたので、今日の会はこれで終
わりにしたいと思います。もう一度パネラーの皆さん、
江崎さん、西山さん、進藤さんも壇上の方に上がって

いただいて、どうぞどうぞ。パネラーの皆さんに改め
て拍手をお送りください。ありがとうございました。

（会場拍手）

久津輪　はい、ということで、今日のイベントは以上
になります。遠い所からお越しいただいてどうもあり
がとうございました。ちなみに鍛冶フェスは明日も明
後日もありまして、明日はもう定員に達していて予約
でいっぱいなんですけど、南京鉋というちょっと特殊
な鉋にこだわったマニアックなイベントで、ナンキン
フェスというのをやる予定です。南京鉋を最近作り始
めた若い作り手さんの人達と、それを使ってプロの仕
事をしている木工家の人達が講師になって、南京鉋を
使って削って楽しむというイベントをやる予定にして
います。で、この調査自体はこれからも続けていく
つもりにしていまして、まだ始まって 1 年ですから、
来年度、再来年度と続けていって、またこの鍛冶フェ
スのような報告会と、ちょっとしたイベントを兼ねた
ものをやっていきたいと思っています。また今後とも
ぜひご協力をよろしくお願い致します。以上です。ど
うもありがとうございました。

鍛冶フェス・パネルディスカッションと、ナンキンフェスのショートムービーを
以下の URL からご覧いただけます。
http://www.forest.ac.jp/academy-archives/kajifest2020
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ナンキンフェス
日時　2020 年 1 月 12 日（日）10:00 〜 17:00、1 月 13 日（月・祝）9:00 〜 15:00
会場　岐阜県立森林文化アカデミー・森の情報センター
主催　岐阜県立森林文化アカデミー・グリーンウッドワーク研究所
講演・実演
　　　大久保公太郎（木工家、長野県松本市）
　　　吉野崇裕（木工家、山梨県富士河口湖町）
　　　杉田悠羽（道具製作者、岐阜県富加町）
　　　西禎恒（道具製作者、兵庫県多可町）
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鍛冶フェス 〜ものづくりを支える鉄の道具〜
パネルディスカッション記録

調査：
久津輪 雅（岐阜県立森林文化アカデミー准教授）
大滝 絢香（岐阜県立森林文化アカデミー　クリエーター科 2 年）

運営：
加藤 慎輔（グリーンウッドワーク研究所）
近藤 宗由（岐阜県環境生活部 県民文化局 文化創造課）
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